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い
た
意
見
要
望
を
優
先
度
の
高

い
も
の
か
ら
可
能
な
限
り
取
り
入

れ
、
執
行
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
が
求
め
て

い
る
こ
と
を
少
し
で
も
多
く
実
現

し
、
や
す
ら
ぎ
と
夢
の
あ
る
比
布

町
を
目
指
し
て
努
力
し
ま
す
。

　

以
下
、
本
年
度
の
町
政
執
行

方
針
に
つ
い
て
、
主
に
新
た
な
施

策
の
概
要
を
中
心
に
申
し
上
げ
ま

す
。

国
は
、昨
年
「
農
政
改
革
元
年
」

と
位
置
づ
け
、
経
営
所
得
安
定
対

策
や
米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
、

日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
設
置
な
ど

を
展
開
し
ま
し
た
。

26
年
産
の
経
営
所
得
安
定
対

策
は
、
前
年
産
と
同
様
の
枠
組
み

で
実
施
さ
れ
、
制
度
の
定
着
化
は

図
ら
れ
ま
し
た
が
、
農
業
を
取
り

巻
く
情
勢
は
決
し
て
楽
観
で
き
る

状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
を
は
じ
め
国
民
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
交

渉
は
、
昨
年
中
の
合
意
は
見
送
ら

れ
た
も
の
の
、
現
状
で
は
非
常
に

心
配
な
情
勢
で
す
。
ま
た
、
農
政

の
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

に
基
づ
く
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
の
見
直
し
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
引
き
続
き

国
の
動
き
を
注
視
す
る
と
と
も

に
、
正
確
な
情
報
の
収
集
と
周
知

に
努
め
ま
す
。

本
町
の
主
要
作
物
で
あ
る
水

稲
は
、
昨
年
春
先
の
融
雪
の
遅
れ

に
よ
る
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
地
域
作
況
指
数
は
１
０
８
で

し
た
。
し
か
し
、
８
月
以
降
の
気

候
の
影
響
を
受
け
、
登
熟
に
ば
ら

つ
き
が
み
ら
れ
、
青
死
米
な
ど
の

混
入
も
多
く
、
期
待
通
り
の
作
柄

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

更
に
、
全
国
的
な
米
消
費
の

減
少
に
よ
り
米
価
は
大
幅
に
下
落

し
、
価
格
浮
揚
に
向
け
た
需
給
改

善
策
と
し
て
、
27
年
産
主
食
用
米

の
生
産
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
数

量
目
標
の
ほ
か
、
自
主
的
調
整
を

促
す
取
組
参
考
値(

以
下
「
自
主

　

わ
が
町
比
布
町
は
、
昨
年

１
２
０
年
を
迎
え
、
先
人
の
苦
労

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
誇
れ
る
町
で
あ
り
続
け
る
よ

う
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と
気
持
ち

を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
な

ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
、
大
変
な
努
力
と
時
間
を

要
す
る
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
な
ど
で
い
た
だ

■
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
３
月
９
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で

示
さ
れ
た
、
伊
藤
町
長
と
谷
教
育
長
か
ら
の
平
成
27
年

度
に
向
け
た
方
針
に
つ
い
て

・
同
13
日
に
開
か
れ
た
本
会
議
で
、
町
議
会
が
設
け
た

予
算
特
別
委
員
会
が
審
議
し
、
可
決
さ
れ
た
各
会
計
予

算
に
つ
い
て

的
取
組
参
考
値
」)

が
示
さ
れ
ま

し
た
。

本
町
も
農
業
者
の
経
営
安
定

と
所
得
の
確
保
を
図
る
た
め
、
自

主
的
取
組
参
考
値
を
取
組
目
標
に

設
定
し
ま
し
た
が
、
26
年
産
米
に

比
べ
生
産
数
量
目
標
と
自
主
的
取

組
参
考
値
を
合
わ
せ
41
㌶
下
回
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
田
機
能
の
維
持
と
比
布
町

産
米
総
体
の
需
要
を
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
取
組
目
標
の
達
成
に
向

け
、
水
稲
作
付
面
積
の
維
持
・
確

保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
加
工
用

米
・
備
蓄
米
の
生
産
拡
大
が
難
し

い
た
め
、
農
協
で
は
飼
料
用
米
の

生
産
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
迅
速
に
対

応
し
ま
す
。

青
果
物
は
、
平
年
並
み
の
生

育
で
し
た
が
、
価
格
が
安
価
で
販

売
金
額
は
昨
年
を
下
回
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
町
の
農
業
粗
生

産
額
・
農
業
所
得
の
向
上
に
は
欠

か
せ
な
い
た
め
、
新
た
に
農
協
が

取
り
組
む
ハ
ウ
ス
助
成
と
連
携

し
、
引
き
続
き
作
付
拡
大
に
向
け

て
支
援
し
ま
す
。

近
年
、
農
業
後
継
者
が
増
え

つ
つ
あ
り
、
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
多
忙
な
農
作
業

や
情
報
ツ
ー
ル
の
多
様
化
な
ど
か

ら
、
農
業
青
年
の
関
係
が
希
薄
化

平
成
27
年
度

町
政
執
行
方
針

比布町長　伊藤喜代志

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り

地
の
力
！

　
大
地
と
人
が

と
も
に
生
き
る
ま
ち
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す
る
方
向
に
あ
る
た
め
、
懇
談
会

の
開
催
や
先
進
的
な
経
営
方
策
に

対
す
る
農
業
後
継
者
等
研
修
事
業

な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
食
育
基
本
法
に
基
づ

き
１
月
に
策
定
し
た
「
比
布
町
食

育
推
進
計
画
」
の
実
践
と
地
産
地

消
の
推
進
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
支
援
を
継
続
し
、
力
強
い
農
業

者
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
は
、
道
営
事

業
と
し
て
施
工
中
の
比
布
中
央
第

１
地
区
と
比
布
中
央
第
２
地
区
の

円
滑
な
事
業
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
農
家
負
担
率
の
軽
減
に
向

け
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
26
年
度
に
申
請
し
た

拓
進
地
区
道
営
土
地
改
良
事
業

も
、
計
画
が
採
択
さ
れ
次
第
、
事

業
推
進
に
協
力
し
ま
す
。

昨
年
創
設
さ
れ
た
日
本
型
直

接
支
払
制
度
は
、
４
月
に
施
行
さ

れ
る
「
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機

能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
位
置
づ
け
さ
れ
ま
す
。

保
全
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
は
じ
め
、
昨
年
の
豪
雨
の

際
に
実
施
し
た
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取

り
組
み
な
ど
を
評
価
し
、
引
き
続

き
支
援
し
ま
す
。

制
度
創
設
以
来
、
要
望
の
あ

り
ま
し
た
中
山
間
直
接
支
払
制
度

は
、
昨
年
、
対
象
地
を
調
査
し
選

定
し
ま
し
た
。
保
全
活
動
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
り
ま
す
が
、
中
山
間

地
域
の
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

や
営
農
の
継
続
を
目
的
に
、
組
織

の
設
立
、
事
業
計
画
の
策
定
な
ど

事
業
採
択
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
円
滑
に
取

り
組
む
た
め
、
関
係
者
等
と
制
度

の
共
通
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、

国
・
道
と
連
携
し
支
援
し
ま
す
。

27
年
産
の
経
営
所
得
安
定
対

策
は
、
ほ
ぼ
据
え
置
き
と
な
り
ま

す
が
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付

金
と
米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影

響
緩
和
対
策
は
対
象
者
が
限
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
転
作
作
物
へ
の

産
地
交
付
金
は
、
本
町
へ
の
配
分

額
が
判
明
次
第
、
比
布
町
地
域
農

業
再
生
協
議
会
で
協
議
、
決
定
し

ま
す
が
、
本
町
の
農
業
粗
生
産
額
・

農
業
所
得
向
上
の
た
め
、
十
分
に

議
論
し
、
最
良
の
方
策
を
検
討
し

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
設
置
さ
れ
た
「
農

地
中
間
管
理
機
構
」
の
業
務
の
一

部
は
町
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
と
十
分
協
議
し
、

制
度
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
慎
重
に
進
め
ま
す
。

農
作
業
受
託
組
織
は
、
制
度

変
更
に
伴
う
受
け
皿
機
能
の
可
能

性
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
既
存
の
受

託
組
織
は
設
立
の
経
緯
に
相
違
が

あ
り
、
方
向
性
を
見
出
す
に
は
時

間
を
要
し
ま
す
の
で
、
集
落
営
農

の
要
件
緩
和
を
踏
ま
え
、
新
た
な

受
託
組
織
の
設
立
な
ど
、
多
方
面

か
ら
そ
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

林
業
は
、
本
町
の
森
林
整
備

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
比

布
町
森
林
整
備
計
画
」
に
沿
い
、

旭
川
森
林
組
合
と
連
携
を
密
に

し
、
よ
り
効
率
的
な
森
林
整
備
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

商
工
業
は
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
」
が
地
方
ま
で
浸
透
せ
ず
、

購
買
力
の
減
退
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
、
大
変
厳

し
い
環
境
で
す
。
特
に
商
店
街
で

は
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
が
進

み
、
店
舗
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、

更
な
る
購
買
力
の
流
出
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

本
年
度
は
、
国
か
ら
の
地
方

創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
「
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
を
発
行
す

る
と
と
も
に
、
商
工
会
の
運
営
活

動
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
地
域
に
根
差
し
た
特
産
品

の
開
発
や
市
場
開
拓
な
ど
を
支
援

す
る
「
ご
当
地
特
産
品
開
発
支
援

事
業
補
助
（
仮
）」
を
実
施
し
、

本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
す
。

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り

長
い
歴
史
が
あ
り
、
本
町
の

夏
期
観
光
で
あ
る「
い
ち
ご
狩
り
」

は
、
近
年
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
苗
代
の
一
部
助
成
な
ど

支
援
策
を
講
じ
て
は
い
ま
す
が
、

農
園
や
作
付
面
積
の
増
加
に
は
つ

な
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

本
年
度
は
、
い
ち
ご
狩
り
農

園
の
景
観
保
全
に
係
る
設
備
な
ど

に
も
補
助
の
枠
を
広
げ
、
安
定
し

た
経
営
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
を

行
い
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
通
年
「
い
ち
ご
狩
り
」

が
楽
し
め
る
施
設
は
、
遊
湯
ぴ
っ

ぷ
の
排
湯
を
熱
源
と
す
る
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
抑
制
も
考
慮
し
た

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
先
進
地
の
調
査
や
熱
源
の

研
究
を
行
い
ま
す
。

良
佳
村
事
業
で
す
が
、
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

利
用
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
の

で
、
大
会
の
開
催
と
団
体
客
誘
致

を
図
り
、
遊
湯
ぴ
っ
ぷ
と
連
携
し

た
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
25
年
度
か
ら
夏
期
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い
る

「
良
佳
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

更
な
る
集
客
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

26
年
度
の
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場

は
、
降
雪
に
恵
ま
れ
ず
、
大
変
厳

し
い
条
件
の
下
で
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の

減
少
な
ど
、
ス
キ
ー
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
も
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
パ
ッ
ク
や
旭
川
市
内
ス
ポ
ー
ツ

田植え
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な
お
、
本
年
度
は
第
６
リ
フ

ト
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
と
通
信
線

を
交
換
し
ま
す
。

交
流
促
進
施
設
「
遊
湯
ぴ
っ

ぷ
」
は
、
24
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
に
移
行
し
、
指
定
期
間
の
３
年

が
終
了
し
ま
す
。
本
年
度
か
ら
の

指
定
管
理
者
は
、
昨
年
12
月
の
町

議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

再
び
相
手
方
と
基
本
協
定
締
結
に

向
け
協
議
し
て
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
に
移
行
後
の
３

年
間
、
当
初
は
想
定
で
き
な
か
っ

た
、
電
気
料
金
や
燃
料
等
生
活
物

資
の
値
上
げ
、
消
費
税
増
税
な
ど
、

大
変
厳
し
い
状
況
の
下
で
の
運
営

に
も
関
わ
ら
ず
、
利
用
者
か
ら
高

評
価
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
指
定

管
理
へ
の
移
行
は
正
し
い
選
択
だ

っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
指
定
管
理
者
と
の
連

携
を
深
め
、
更
に
お
客
様
に
喜
ん

で
も
ら
い
、
多
く
の
方
に
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

修
繕
は
基
幹
的
設
備
と
し
て

空
調
設
備
の
整
備
、
温
泉
シ
ス
テ

ム
（
光
明
石
）
の
交
換
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
交
換
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

良
佳
村
３
事
業
は
、
遊
湯
ぴ

っ
ぷ
の
指
定
管
理
者
や
関
係
者
と

の
連
携
を
強
化
し
た
運
営
を
行

い
、
エ
リ
ア
内
の
相
乗
効
果
を
発

揮
さ
せ
、
集
客
を
図
り
ま
す
。

近
年
、
本
格
的
な
超
高
齢
社

会
を
迎
え
、
福
祉
・
介
護
・
医
療

の
各
制
度
も
著
し
く
変
容
し
、
求

め
ら
れ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
と
も
に
考
え

知
恵
を
出
し
、
力
を
合
わ
せ
な
が

ら
健
康
で
生
き
が
い
の
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
は
、
超
高
齢
社

会
の
到
来
に
よ
り
、
行
政
だ
け
の

対
応
で
は
難
し
く
、
地
域
で
の
支

え
合
い
や
見
守
り
が
必
要
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
や
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
を
支

援
し
、
関
係
事
業
所
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
町
民
自
ら
が
描
く
ふ
れ

あ
い
と
地
域
支
え
合
い
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
軸
に
「
介
護
予
防
事
業
」

を
重
点
的
に
進
め
、
地
域
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
ふ

ま
ね
っ
と
運
動
」
の
更
な
る
普
及

推
進
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
が
改
正
し
、

今
後
は
よ
り
一
層
地
域
の
役
割
が

増
大
し
ま
す
が
、
地
域
支
援
事
業

の
取
り
組
み
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
し
っ
か

り
と
議
論
を
深
め
、
町
民
の
み
な

さ
ま
が
安
心
で
き
る
支
援
体
制
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
の
安
全
を
守

る
た
め
、
高
齢
者
世
帯
等
の
門
口

除
雪
サ
ー
ビ
ス
と
、
昨
年
10
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
町
内
移
動
支
援

事
業
「
ぴ
ぴ
た
く
」
に
、
今
後
も

状
況
を
見
守
り
な
が
ら
取
り
組
み

ま
す
。

保
健
事
業
は
、
町
民
の
健
康

を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
積
極
的

な
保
健
指
導
に
努
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
新
た
に
小
学
５

年
生
と
中
学
２
年
生
を
対
象
と
し

た
「
い
ち
ご
っ
こ
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ

健
診
事
業
」
を
実
施
し
、
成
長
期

に
お
け
る
健
康
な
生
活
習
慣
、
食

習
慣
の
推
進
と
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
ま
す
。

ま
た
、
国
保
被
保
険
者
の
健

康
保
持
と
医
療
費
適
正
化
を
図
る

た
め
、
医
療
・
健
診
情
報
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

生
活
習
慣
病
予
防
の
訪
問
活
動
等

を
実
施
し
ま
す
。
更
に
、
特
定
健

康
診
査
未
受
診
者
の
受
診
勧
奨
に

も
努
め
、
受
診
率
向
上
を
図
り
ま

す
。母

子
保
健
は
、
妊
婦
健
診
費

用
の
無
料
化
と
、
将
来
、
妊
娠
出

産
を
望
む
方
に
対
す
る
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
継
続
し
ま
す
。　

町
立
診
療
所
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ

ッ
ク
は
、
町
民
の
生
命
と
健
康
を

守
る
地
域
に
密
接
し
た
医
療
機
関

で
す
。
診
療
に
不
可
欠
な
医
療
機

器
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
更
新
が

必
要
な
た
め
、
本
年
度
は
電
子
内

視
鏡
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
す
。

ま
た
、
看
護
師
の
人
材
不
足

解
消
や
、
安
定
し
た
医
療
提
供
体

制
を
保
持
す
る
た
め
、
適
正
な
運

営
支
援
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
は
、
生
ま
れ
て

き
た
お
子
さ
ん
へ
は
誕
生
祝
い

品
、
お
母
さ
ん
へ
は
出
産
記
念
品

を
贈
り
、
母
子
と
も
に
思
い
出
と

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り

絆
の
力
！ 

互
い
に
支
え
合
え

る
ま
ち

店
で
の
シ
ー
ズ
ン
券
出
張
販
売
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨
年

は
、
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
学
校
の
レ
ッ

ス
ン
申
込
会
場
で
も
販
売
す
る
な

ど
、
営
業
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
26
年
度
の
実
績

を
検
証
し
、
Ｐ
Ｒ
強
化
や
感
謝
デ

ー
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
の
拡
充
な
ど
、

よ
り
多
く
の
方
の
来
場
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

25
年
度
か
ら
ス
キ
ー
場
の
再

編
「
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
（
仮
）
」

の
建
設
や
リ
フ
ト
の
更
新
に
つ
い

て
、
議
会
を
は
じ
め
観
光
振
興
協

議
会
や
関
係
団
体
、
事
業
者
な
ど

と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
本

年
度
は
、
28
年
度
の
事
業
実
施
に

向
け
、
引
き
続
き
再
編
内
容
を
検

討
し
、
有
利
な
財
源
な
ど
を
調
査

し
ま
す
。

良佳村フェスティバル
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な
る
祝
福
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
や
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
一
部
助
成
、
多
子
家
庭
へ
の
子

ど
も
す
こ
や
か
手
当
を
継
続
し
、

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

保
育
支
援
は
、
く
る
み
保
育

園
と
連
携
し
、
保
育
希
望
乳
幼
児

の
円
滑
な
受
け
入
れ
を
行
い
ま

す
。
更
に
、
病
気
や
特
別
支
援
が

必
要
な
乳
幼
児
も
、
母
子
通
園
セ

ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
安
心
で
き
る
保
育
環
境
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
よ
り
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
国
の
指
針
に
基
づ
き
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
は
、
障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
き
、
支
援
体

制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
26
年
度

か
ら
上
川
、
愛
別
、
当
麻
、
比
布

町
で
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
た
よ
ん
」
を
共
同
設

置
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
広
域
連

携
に
よ
る
相
談
支
援
の
充
実
と
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
町
内
で
も
各
事
業
所

や
関
係
機
関
と
情
報
を
共
有
し
、

障
が
い
を
持
つ
人
が
偏
見
や
差
別

な
く
主
体
的
に
社
会
参
加
が
で
き

る
よ
う
、
権
利
擁
護
や
理
解
の
促

進
に
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
は
、
本
年
度

か
ら
介
護
保
険
事
業
計
画
第
６
期

目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
利
用
者

と
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
、
今
後
も

更
に
増
加
す
る
傾
向
を
踏
ま
え
、

国
の
制
度
見
直
し
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
、
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方
を
議
論
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
保

険
給
付
費
の
伸
び
と
加
入
世
帯
構

成
の
要
因
に
よ
り
保
険
料
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
国
保

連
合
会
の
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事

業
」
を
活
用
し
た
保
健
師
の
訪
問

活
動
や
医
療
費
高
騰
の
要
因
分
析

な
ど
、
医
療
費
適
正
化
に
向
け
て

取
り
組
み
、
適
切
な
事
業
会
計
に

努
め
ま
す
。

幸
い
に
し
て
本
町
は
災
害
の

少
な
い
地
域
で
す
が
、
近
年
は
予

想
も
し
な
い
自
然
災
害
が
各
地
で

発
生
し
、
改
め
て
災
害
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
形
で
襲お

そ

っ
て
く
る
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

災
害
発
生
の
未
然
防
止
は
も

と
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
と
す
る

た
め
、
昨
年
改
正
し
た
「
比
布
町

防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
万
一
の

事
態
に
は
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対

応
が
で
き
る
体
制
整
備
に
努
め
ま

す
。町

道
の
整
備
は
、
南
４
丁
目

道
路
と
北
１
線
道
路
の
路
盤
改
良

工
事
を
継
続
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て

道
路
の
維
持
補
修
等
の
管
理
を
徹

底
し
、
安
全
性
を
重
視
し
た
道
路

の
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

橋
梁
は
、
ウ
ッ
ペ
ツ
９
号
橋

な
ど
５
橋
の
調
査
設
計
と
、
昨
年

に
調
査
設
計
し
た
北
栄
橋
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

治
水
は
、
比
布
川
及
び
蘭
留

川
改
修
工
事
の
早
期
完
了
を
継
続

し
て
要
望
す
る
と
と
も
に
、
氾
濫

の
被
害
が
あ
る
道
路
排
水
路
等
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

除
雪
事
業
は
、
生
活
道
路
の

円
滑
な
除
排
雪
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
道
及
び
道
道
の
担
当
部
署

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
除
雪
ド
ー

ザ
１
台
を
更
新
し
ま
す
。

町
営
住
宅
は
、
西
町
駅
前
団

地
の
整
備
を
継
続
し
、
新
た
に
、

く
る
み
団
地
建
替
え
の
基
本
設

計
・
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

昭
和
９
年
に
改
築
さ
れ
た
Ｊ

Ｒ
比
布
駅
は
、
老
朽
化
や
利
用
客

の
減
少
を
理
由
に
、
コ
ン
パ
ク
ト

化
に
改
築
す
る
方
針
が
Ｊ
Ｒ
か
ら

示
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
駅
舎
は
本
町
の
鉄

路
の
出
入
口
で
あ
り
、
町
の
大
切

な
顔
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民

の
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能
を
持

ち
合
わ
せ
た
駅
舎
に
町
が
改
築
し

ま
す
。
地
元
農
産
物
の
直
売
や
地

元
食
材
を
使
用
し
た
飲
食
店
を
備

え
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
町
外
の

方
に
も
利
用
さ
れ
、
交
流
に
つ
な

が
る
施
設
に
な
る
よ
う
、
運
営
に

も
工
夫
し
ま
す
。

移
住
・
定
住
対
策
は
、
こ
れ

ま
で
宅
地
分
譲
を
中
心
と
し
た
施

策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
は
、
25
年
度
か

ら
子
育
て
世
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
値
下
げ
販
売
を
実
施
し
、

26
年
度
に
は
５
区
画
を
販
売
し
ま

し
た
。
未
分
譲
が
４
区
画
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
対
策
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

増
え
続
け
る
空
き
地
、
空
き

家
対
策
も
重
要
な
課
題
で
す
。
未

分
譲
の
め
ぐ
み
タ
ウ
ン
も
含
め
、

次
な
る
移
住
・
定
住
の
受
け
皿
と

な
ら
な
い
か
調
査
・
研
究
を
行
う

た
め
、
宅
地
開
発
特
別
会
計
と
一

般
会
計
を
一
本
化
し
ま
す
。
一
体

的
な
会
計
の
も
と
、
ふ
れ
あ
い
タ

ウ
ン
で
実
施
し
て
い
る
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
を
町
内
の
空
き
地
に

も
拡
大
し
、
宅
建
協
会
と
連
携
し

た
販
売
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
空
き

地
、
空
き
家
の
流
動
化
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
都
会
の
若
者
が
地
方

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り

笑
顔
の
力
！ 

安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

町内移動支援事業車「ぴぴたく」
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に
移
住
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

活
動
方
策
を
検
討
し
、
28
年
度
の

受
け
入
れ
を
目
指
し
て
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
置

へ
の
補
助
や
道
路
照
明
灯
等
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
家
庭
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器

具
購
入
費
へ
の
一
部
補
助
を
継
続

し
、
更
な
る
町
民
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
は
、
26
年
度

に
実
施
し
た
配
水
流
量
計
室
更
新

工
事
実
施
設
計
を
基
に
、
一
部
の

配
水
流
量
計
室
の
電
気
設
備
と
機

械
設
備
の
更
新
工
事
を
行
い
、
施

設
の
適
切
な
維
持
管
理
、
事
業
の

効
率
的
な
運
営
と
安
全
な
水
の
供

給
に
努
め
ま
す
。

国
内
で
は
、
土
砂
災
害
や
火

山
災
害
が
多
発
し
、
尊
い
命
と
、

貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
内
で
も
、
８
月
の
大
雨
に

よ
る
水
害
対
策
で
消
防
団
員
を
召

集
し
ま
し
た
。
自
然
災
害
の
少
な

い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
備

え
、
消
防
職
団
員
の
連
携
を
更
に

強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
安
心
、

安
全
の
確
保
に
向
け
、
更
な
る
消

防
体
制
、
救
急
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
家
庭
や
事
業
所
に

お
け
る
防
火
意
識
の
高
揚
に
取
り

組
み
ま
す
。

昨
年
11
月
、
町
内
で
交
通
事

故
が
発
生
し
、
若
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

警
察
や
交
通
安
全
指
導
員
の
協
力

の
も
と
、
再
発
防
止
と
安
全
運
転

の
励
行
を
目
指
し
、
引
き
続
き
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
は
、
「
教
育
の
再
生
」
を
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
教
育

に
関
わ
る
制
度
の
改
正
や
見
直
し

に
向
け
た
様
々
な
施
策
を
打
ち
出

す
な
ど
、
教
育
行
政
は
、
大
き
な

変
革
期
に
あ
り
ま
す
。
新
教
育
長

制
度
や
総
合
教
育
会
議
の
設
置
な

ど
、
新
た
な
教
育
行
政
の
仕
組
み

が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

教
育
は
「
未
来
を
担
う
人
づ
く

り
」
で
あ
り
、
人
々
の
多
様
な
個

性
や
能
力
を
育
む
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
を
築
い
て
い
く
礎

で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
町
教
育
行
政
の
推
進
に
あ
た

り
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
国
の

動
向
や
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
、
個
性
を
伸
ば
し
、

豊
か
な
心
を
育
て
る
、
ま
ち
づ
く

り
・
人
づ
く
り
に
向
け
て
、
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
導
く
の
は
、
私
た
ち
大
人
の

責
務
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い

く
姿
は
、
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、

ま
ち
の
宝
で
も
あ
り
ま
す
。
自
ら

の
夢
や
希
望
を
実
現
し
、
個
性
を

発
揮
し
な
が
ら
社
会
で
自
立
で
き

る
よ
う
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
、
見
守
り
育
て
て
い
く
環

境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

本
年
度
は
、
中
学
生
の
修
学
旅

行
の
見
学
地
を
首
都
圏
に
移
行

し
、
視
野
を
広
げ
な
が
ら
学
習
へ

の
更
な
る
関
心
・
意
欲
を
高
め
て

も
ら
う
な
ど
、
比
布
町
な
ら
で
は

の
学
校
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、中
学
校
校
舎
の
改
築
は
、

検
討
委
員
会
や
町
議
会
の
議
論
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
設
計
業
務
を

進
め
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
行
政
の
主
要
方
針

は
、
教
育
長
の
教
育
行
政
執
行
方

針
で
述
べ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
必
要
な
情
報
を
的
確
に
提
供

し
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
意
見
要

望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

広
報
紙
「
広
報
ぴ
っ
ぷ
」
は
、

町
民
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
親
し
ま

れ
、
読
み
た
い
と
思
わ
れ
る
情
報

紙
と
な
る
よ
う
、
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
は
も
ち
ろ
ん
、
身
近
な
話
題

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
提
供
し
、

内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
町
民
の

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
日
付
の
部
分
に
町
民

の
顔
写
真
を
掲
載
し
、
笑
顔
あ
ふ

れ
る
本
町
な
ら
で
は
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
引
き
続
き
作
成
し
ま
す
。

　

例
年
開
催
し
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
は
、
町
民
の
声
を
聞
く

こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す

の
で
、
本
年
度
も
例
年
ど
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
の
進
展
は
速
く
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報

収
集
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
本
町
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

は
じ
め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
、

話
題
の
情
報
ツ
ー
ル
を
積
極
的
に

活
用
し
、
町
の
情
報
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、
ポ
テ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
旭
川
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）
を
活
用
し
て
町
の
行

事
な
ど
を
紹
介
し
、
よ
り
多
く
の

方
に
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

本
町
に
縁
の
あ
る
地
域
や
人
々

と
の
交
流
は
、
多
種
に
及
ぶ
情
報

を
得
る
機
会
を
も
た
ら
し
、
地
域

の
認
識
を
深
め
る
大
切
な
取
り
組

み
で
す
。
友
好
交
流
提
携
・
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

滋
賀
県
湖
南
市
と
様
々
な
分
野
に

お
け
る
交
流
や
協
力
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
東
京
比
布
会
、

札
幌
比
布
会
、
旭
川
比
布
同
郷
会

と
も
、
会
員
の
ふ
る
さ
と
比
布
に

寄
せ
る
想
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
交
流
し
ま
す
。

　

広
域
連
携
も
、
地
域
づ
く
り
に

は
必
要
な
手
段
で
す
。
旭
川
市
と

協
定
を
結
び
進
め
て
い
る
定
住
自

立
圏
構
想
を
継
続
し
、
協
定
に
基

づ
く
連
携
事
業
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
新
た
な
連
携
事
業
に
つ
い

て
も
協
議
し
ま
す
。
更
に
近
隣
町

と
の
連
携
も
図
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
21
年
度
ま
で
の
「
比
布
町
行

財
政
改
革
大
綱
（
集
中
改
革
プ
ラ

ン
）」
に
よ
り
、
職
員
を
約
10
％

削
減
し
、
業
務
委
託
や
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
行

政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
権
限
移
譲
や
制
度

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り

心
の
力
！ 

豊
か
な
心
が
育
つ

ま
ち

人
の
力
！ 

住
民
の
つ
な
が
り

で
築
く
ま
ち
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改
革
に
よ
り
多
様
化
・
専
門
化
す

る
行
政
事
務
の
効
率
化
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会

情
勢
に
対
応
で
き
る
職
員
・
組
織

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
職
員
研

修
の
機
会
拡
大
や
内
容
の
充
実
を

図
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
な
が
ら
、
今
後
も
集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
考
え
を
受
け
継
ぎ
、
効

率
的
な
行
財
政
の
運
営
を
進
め
ま

す
。

　

本
年
度
の
予
算
規
模
は
、
一
般

会
計
が
40
億
１
千
万
円
で
、
26
年

度
に
比
べ
て
４
億
２
千
万
円
増
加

し
、
特
別
会
計
を
含
め
た
予
算
総

額
は
、57
億
６
９
９
万
６
千
円
で
、

対
前
年
比
５
・
67
％
、
３
億
６
３

２
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

　

国
の
地
方
交
付
税
総
額
は
、
近

年
は
落
ち
着
い
た
状
況
で
は
あ
る

も
の
の
、
今
後
は
地
方
財
政
計
画

の
も
と
、
減
少
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

国
の
政
策
、
情
勢
等
の
動
向
に
注

視
し
な
が
ら
財
政
の
健
全
化
に
努

め
ま
す
。

　

な
お
、
本
町
の
地
方
交
付
税
は
、

地
方
財
政
計
画
や
公
債
費
に
算
入

さ
れ
る
償
還
金
な
ど
を
考
慮
し
、

昨
年
に
比
べ
て
１
９
０
０
万
円
少

な
い
16
億
５
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

更
に
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
収

入
も
、
町
民
税
で
は
、
本
町
の
基

幹
産
業
の
農
業
所
得
者
の
税
収
が

24
年
、
25
年
と
若
干
明
る
い
も
の

が
見
え
ま
し
た
が
、
昨
年
は
米
価

の
引
き
下
げ
、
経
営
所
得
安
定
対

策
交
付
金
の
減
額
な
ど
に
よ
り
、

納
税
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
す
。
更
に
消
費
税
増
税
、
電
気

料
金
の
値
上
げ
な
ど
に
よ
り
給
与

所
得
、
そ
の
他
所
得
の
納
税
者
も

含
め
、
納
税
環
境
は
依
然
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
税
の
公

平
性
を
徹
底
す
る
た
め
に
も
、
上

川
広
域
滞
納
整
理
機
構
と
連
携

し
、
収
納
体
制
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

　

現
在
、
国
が
進
め
る
経
済
対
策

に
よ
り
、
一
部
大
企
業
や
都
市
の

景
気
並
び
に
雇
用
は
上
向
い
て
き

て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
は
い
ま
す

が
、
地
方
の
実
態
経
済
は
必
ず
し

も
同
様
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
先
の
見
え
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま
と

の
対
話
を
大
切
に
し
、
職
員
と
と

も
に
知
恵
と
創
意
工
夫
を
重
ね
つ

つ
、
明
る
く
夢
の
あ
る
将
来
を
目

指
し
て
、
町
政
執
行
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
、
町
政
執
行
方

針
と
し
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針

比布町教育長　谷  義則

　

日
本
は
、
少
子
化
・
高
齢
化
が

急
激
に
進
行
し
、
社
会
活
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
都

市
化
・
過
疎
化
の
進
行
、
家
族
形

態
の
変
容
、
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
、
社
会
生
活
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
を
め
ぐ
っ
て
は
、
学

力
や
体
力
、
い
じ
め
や
生
活
習
慣

の
問
題
な
ど
、
様
々
な
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
新
た
な
教
育
委
員
会
制
度
を
は

じ
め
、
小
中
一
貫
教
育
の
制
度
化

や
小
中
学
校
統
廃
合
の
基
準
を
約

60
年
ぶ
り
に
見
直
す
な
ど
、
地
方

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
成
長
し
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ

て
力
強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
学
校
や
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
活
動
の

一
層
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

涯
に
わ
た
り
自
主
的
・
自
発
的
に

ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
・
文
化
に
親
し

み
、
学
習
し
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
教
育
行
政
推
進
に

は
、
「
比
布
町
第
11
次
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
の
理
念
を
基
盤
に
置
き
、

「
心
の
力
！
豊
か
な
心
が
育
つ
ま

ち
」
の
基
本
に
立
っ
て
、
「
次
代

を
担
う
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
の

育
成
」
と
、
「
生
涯
学
び
元
気
に

生
き
る
心
豊
か
な
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
、
町
行
政
と
緊
密
な
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
諸
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

　

以
下
、
本
年
度
の
方
針
と
主
要

な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り
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中央小学校「交通安全教室」

　

学
校
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
で
自
立
し
て
い
く
た
め
に
必

要
と
な
る
基
礎
的
な
力
を
育
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
一
校
体
制
の
下
、

子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
比
布
に

誇
り
を
持
ち
、
個
性
や
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
し
な
が
ら
「
確
か
な

学
力
」
、
「
豊
か
な
心
」
、
「
健
や
か

な
体
」
を
養
い
、
「
生
き
る
力
」

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
が
保
護
者
や
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
、
期
待
に
応
え
る
教
育
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
を

中
心
に
据
え
、
地
域
の
声
を
生
か

し
た
学
校
経
営
を
進
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
連
携

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

道
指
定
の
「
小
中
連
携
・
一
貫

教
育
実
践
事
業
」
は
、
義
務
教
育

９
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
性
の
あ

る
年
間
指
導
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
小
中
学
校
間
の
乗
り
入
れ
授

業
や
合
同
の
研
修
会
、
先
進
地
視

察
研
修
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
央
小
学
校
は
、
重
点
目
標
を

「
豊
か
に
か
か
わ
り
、
自
他
と
も

に
高
め
合
う
子
ど
も
を
育
て
る
」

と
し
て
、
子
ど
も
が
多
く
の
人
と

か
か
わ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
を
見
つ
め
、
好
ま
し
い
自
我

を
形
成
す
る
こ
と
や
、
相
手
の
思

い
を
受
け
止
め
支
え
励
ま
し
合
う

子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
は
「
教
育
の
中

心
に
は
子
ど
も
が
い
る
」
「
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
を

教
育
の
基
盤
に
、
子
ど
も
と
と
も

に
成
長
す
る
教
職
員
、
同
僚
と
と

も
に
成
長
す
る
教
職
員
、
一
つ
に

な
れ
る
教
職
員
を
目
指
し
、
家
庭

や
地
域
と
の
信
頼
・
連
携
を
高
め

て
、
更
に
開
か
れ
た
学
校
経
営
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

　

比
布
中
学
校
は
、
重
点
目
標
を

「
夢
や
希
望
に
向
か
っ
て
意
欲
的

に
行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
」
と

し
て
、
小
中
連
携
の
強
化
を
図
り

な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

を
経
営
の
柱
に
９
年
間
の
義
務
教

育
を
完
遂
さ
せ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
４
月
の
児
童
生
徒

数
と
学
級
編
制
予
定
は
、
中
央
小

学
校
は
11
ク
ラ
ス
・
う
ち
特
別
支

援
教
室
４
ク
ラ
ス
、
総
児
童
数

１
５
６
人
・
う
ち
新
１
年
生
は
22

人
で
す
。
中
学
校
は
６
ク
ラ
ス
・

う
ち
特
別
支
援
教
室
３
ク
ラ
ス
、

総
生
徒
数
85
人
・
う
ち
新
１
年
生

は
27
人
の
予
定
で
す
。

　

道
徳
教
育
は
、
様
々
な
教
育
資

源
を
生
か
し
た
自
然
体
験
や
社
会

体
験
、
文
化
芸
術
体
験
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
社
会
性
や
豊
か
な

人
間
性
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
暴

力
行
為
な
ど
、
子
ど
も
の
問
題
行

動
は
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学

校
に
も
起
こ
り
得
る
と
い
う
危
機

感
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
特

に
い
じ
め
は
、
「
い
か
な
る
理
由

が
あ
ろ
う
と
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
」
と
い
う
強
い
認
識
に
立
ち
、

学
校
に
お
け
る
実
態
調
査
や
専
門

的
知
識
を
有
す
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
て
相
談
・
支

援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。　

ま
た
、
各
学
校
で
定
め
た
「
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

日
ご
ろ
か
ら
教
職
員
が
子
ど
も
た

ち
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
家
庭

や
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・

早
期
解
消
に
努
め
、
根
絶
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

食
育
は
、
子
ど
も
た
ち
に
食
に

関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い

食
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た

め
、
栄
養
教
諭
を
中
心
に
学
校
ぐ

る
み
で
食
育
指
導
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
家
庭
に
お
け
る
食
に
対

す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
望
ま

し
い
食
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま

す
。

　

学
校
給
食
は
、
地
元
食
材
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
子
ど
も
の
発

達
段
階
に
即
し
た
献
立
の
充
実
な

ど
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
豊

か
な
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

　

な
お
、
給
食
材
料
費
の
高
騰
が

続
き
、
収
支
の
均
衡
を
保
つ
こ
と

が
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
農
協
か

ら
安
価
に
地
場
産
米
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
た
め
、
給
食
費
を
据

え
置
き
ま
す
。

　

本
年
度
新
た
に
取
り
組
む
中

学
３
年
生
の
首
都
圏
修
学
旅
行

は
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
た
文
化
施

設
や
産
業
施
設
、
そ
の
土
地
の
風

物
や
史
跡
に
直
接
触
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
学
習
へ
の
更
な
る
関
心
・

意
欲
を
高
め
る
「
学
び
の
検
証
」、

社
会
の
最
先
端
の
企
業
な
ど
の
見

学
・
職
場
体
験
に
よ
り
、
職
業
観
・

勤
労
観
を
育
む
「
キ
ャ
リ
ア
の
伸

長
」
、
東
京
比
布
会
と
の
交
流
に

よ
り
、
都
会
と
ふ
る
さ
と
の
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
や
課
題
を
考
え
、
ふ

る
さ
と
意
識
の
醸
成
を
図
る
「
ふ

る
さ
と
再
考
」
を
テ
ー
マ
に
、
生

徒
が
夢
や
希
望
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
、
将
来
の
生
き
方
や
進
路
を
選

択
す
る
能
力
を
育
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
修
学
旅
行
に
は
「
君
の

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」
を

活
用
し
、
保
護
者
が
負
担
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

安
全
教
育
は
、
子
ど
も
が
自
ら

危
険
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
各
学
校
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
交
通
安
全

教
室
や
自
転
車
マ
ナ
ー
の
指
導
、

防
犯
・
防
災
訓
練
を
計
画
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
学
校
・

地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
を

学
校
教
育

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り
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特
集
　
今
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の
ま
ち
づ
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守
り
育
て
る
体
制
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

学
校
教
育
の
充
実
は
、
直
接
子

ど
も
の
教
育
に
関
わ
る
教
職
員
の

人
間
性
や
指
導
力
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
た
め
、
各
種
研
修
会
な

ど
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、

教
育
の
専
門
家
と
し
て
の
資
質
・

能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
は
、
学
校
施

設
設
備
の
適
正
な
営
繕
と
維
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
小
学
校
教
師

用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
、
特
別
支
援

教
育
用
備
品
、
学
校
図
書
、
教
育

機
材
な
ど
の
計
画
的
な
整
備
・
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
中
学

校
校
舎
の
改
築
に
向
け
、
引
き
続

き
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
実

施
し
ま
す
。

　

旧
蘭
留
小
学
校
関
連
施
設
の
跡

地
利
用
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
文
部
科
学
省
の
「
み
ん
な
の
廃

校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
で
広
く

周
知
し
ま
す
。
ま
た
、
庁
内
検
討

委
員
会
で
、
具
体
的
な
活
用
方
法

を
協
議
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
「
第
５
次
比
布

町
社
会
教
育
中
期
振
興
計
画
」
に

基
づ
き
、
多
様
な
学
び
の
機
会
や

芸
術
・
文
化
に
親
し
む
機
会
の
充

実
を
図
り
、
学
ん
だ
成
果
を
地
域

活
動
な
ど
に
活
か
す
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教
育

の
出
発
点
で
あ
り
、
人
間
形
成
の

基
礎
を
培
う
う
え
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
に
お
い

て
子
ど
も
が
望
ま
し
い
生
活
習
慣

な
ど
を
身
に
付
け
、
心
身
の
調
和

の
と
れ
た
発
達
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
や
相

談
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
の
学
習
習
慣
の

定
着
を
図
る
た
め
、
小
学
生
の
学

習
支
援
事
業
「
ぶ
っ
く
ん
寺
子
屋
」

と
、
中
学
生
の
学
力
向
上
対
策
事

業
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゼ
ミ
」
を
引
き

続
き
開
講
し
ま
す
。

　

中
学
校
の
部
活
動
を
支
援
す

る
「
君
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
」
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
の
け

ん
引
力
と
な
る
若
い
世
代
の
人
材

を
育
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
育
成
事
業
」
に
も
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
学

び
の
成
果
や
幅
広
い
経
験
を
活
か

し
、
学
校
や
地
域
な
ど
の
身
近
な

場
所
に
お
け
る
世
代
間
交
流
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域
の

一
員
と
し
て
社
会
的
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
生
涯
学
習
を
志
す

機
会
と
し
て
「
白
寿
大
学
」
を
引

き
続
き
開
校
し
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
の
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
本
町
の
文
化
と
情

報
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
計
画
的
な
蔵
書
の

整
備
に
努
め
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や

町
民
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、

誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
魅
力

あ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
明
る
く
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成
や
一

人
ひ
と
り
の
心
身
の
健
全
な
発
達

に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
健
康
づ

く
り
、体
力
の
維
持
増
強
、ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
の
交
流
や
地
域
活
動

な
ど
、
日
常
生
活
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
観
点
か
ら
も
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
そ

の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
体
育
協
会
や
加
盟
団
体
な

ど
に
よ
っ
て
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
体
力
や
年
齢
に
応
じ
て
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
、
仲
間
づ

く
り
や
世
代
間
交
流
、
地
域
で
の

交
流
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
、

健
康
ス
ポ
ー
ツ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を

中
心
に
町
民
の
参
加
す
る
機
運
を

盛
り
上
げ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
た
に
幼
児
と
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も
体

操
教
室
」
を
開
催
し
、
幼
児
期
か

ら
意
欲
的
に
運
動
に
親
し
む
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
中
心
で
あ
る

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
愛
好

者
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
町
民
が
ス
キ
ー
な
ど
に
親
し

む
こ
と
で
冬
の
生
活
が
一
層
楽
し

く
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

全町女性バレーボール大会

よ
う
、
学
校
で
の
ス
キ
ー
授
業
や

町
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教

室
、
町
民
ス
キ
ー
大
会
な
ど
を
開

催
し
、
親
子
や
家
族
で
楽
し
め
る

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

　

本
町
の
体
育
施
設
は
概
ね
整
備

さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
今
後
必
要
と
な
る

施
設
の
大
規
模
な
修
繕
に
向
け
、

「
百
年
記
念
公
園
等
長
寿
命
化
計

画
」
を
策
定
し
、
計
画
的
な
営
繕

を
行
い
、
安
全
で
楽
し
く
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
施
設

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
申
し
上
げ
、
教
育
行
政
執

行
方
針
と
し
ま
す
。

社
会
教
育

ス
ポ
ー
ツ
振
興
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一
般
会
計
は
11
・
７
％
増
の
40
億
１
０
０
０
万
円

 ◆平成27年度全会計の状況◆

約139万円（昨年 約135万円）

54億5,291万円（昨年53億8,724万円）

（平成26年度末全会計借金残高見込み額）

÷

3,920人

（本年２月末現在住民基本台帳等登録数）

※「一般会計」欄は平成17年度から25年度までは歳入決算額、平成26年度は決算見込み額、平成27年度は当初予算額

※「地方交付税①」欄は、「一般会計」のうちの普通交付税額と特別交付税額の合計

 ◆一般会計の交付税額等の推移◆

◆町民一人当たりの借金（町債）額◆

　
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
は
、
昨
年
よ
り
11
・
７
％
増
の

40
億
１
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
６
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
16
億
９
７
０
０
万
円
で
、

昨
年
よ
り
１
億
１
３
６
８
万
円
減
少
し
、
一
般
会
計
を
あ
わ
せ

た
全
会
計
の
総
額
は
57
億
６
９
９
万
６
千
円
で
、
昨
年
よ
り

３
億
６
３
２
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
各
種
事
業
の
詳
細
は
、
「
広
報
ぴ
っ
ぷ
４
月
号
」
と
同
時
に

別
冊
「
今
年
の
予
算
の
使
い
道
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り
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 ◆平成27年度一般会計の状況◆

特
集
　
今
年
の
ま
ち
づ
く
り
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･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

◆
町
長
行
政
一
般
報
告

諸
工
事
の
発
注
状
況

　

１
点
目
は
、
平
成
26
年
度
諸
工

事
の
発
注
状
況
に
つ
い
て
で
す

が
、
別
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

観
光
施
設
の
営
業
状
況

　

２
点
目
は
、
観
光
施
設
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
で
す
。

　

ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場
の
利
用
状
況

は
、
３
月
７
日
現
在
の
リ
フ
ト
収

入
が
、
６
０
４
２
万
２
千
円
で
、

対
前
年
比
は
１
７
４
万
円
少
な
い

97
・
20
％
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
降
雪
に
恵
ま

れ
ず
、昨
年
度
よ
り
１
週
間
遅
れ
、

24
年
度
よ
り
２
週
間
遅
れ
と
い
う

大
変
厳
し
い
状
況
下
で
の
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
か
ら
収
入
比
較
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
や
旭
川

市
内
ス
ポ
ー
ツ
店
で
の
シ
ー
ズ
ン

券
の
出
張
販
売
、
今
年
度
か
ら
は

新
た
に
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
学
校
レ
ッ

ス
ン
申
込
会
場
で
の
出
張
販
売
を

実
施
す
る
な
ど
、
新
た
な
客
層
の

開
拓
や
話
題
性
の
創
出
、
お
客
様

の
利
便
性
の
向
上
な
ど
を
考
慮
し

た
営
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
末
で
終
了
し
た
ナ

イ
タ
ー
営
業
の
リ
フ
ト
収
入
は
、

２
９
６
万
９
千
円
で
、
対
前
年
比

１
０
０
・
56
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

残
り
２
週
間
程
の
営
業
期
間
と
な

り
ま
し
た
が
、
リ
フ
ト
の
安
全
運

行
を
図
り
、
更
に
業
況
が
向
上
さ

れ
る
よ
う
、
関
係
者
一
同
鋭え

い

い意
努

力
し
ま
す
。

　

遊
湯
ぴ
っ
ぷ
の
利
用
状
況
は
、

２
月
末
現
在
の
総
入
館
者
数
が

10
万
９
７
７
２
人
で
、
前
年
同
期

の
比
較
は
96
・
35
％
と
指
定
管
理

者
よ
り
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

遊
湯
ぴ
っ
ぷ
の
宿
泊
者
数
は
、

開
業
か
ら
直
営
最
後
の
23
年
度
ま

で
毎
年
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

指
定
管
理
者
に
移
行
し
た
24
年
度

か
ら
は
毎
年
、
前
年
実
績
を
上
回

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
帰
り
入
浴
は
、
燃
料
の
値
下

り
な
ど
で
、
集
客
が
改
善
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
宴
会
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
営
業
の
強
化
を
図

り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
の
営
業
を
開
始
し
て

か
ら
は
、
入
浴
券
付
き
リ
フ
ト
券

の
販
売
が
、前
年
実
績
を
上
回
り
、

良
佳
村
エ
リ
ア
内
の
相
乗
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
様
々
な
面
で
連
携
し
、
集
客

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
費
改
善

対
策
を
実
施
し
、
約
10
％
の
経
費

削
減
が
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
も
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

遊
湯
ぴ
っ
ぷ
は
、
24
年
度
よ
り

指
定
管
理
者
に
移
行
し
、
指
定
期

間
の
３
年
が
終
了
し
ま
す
。
昨
年

12
月
の
町
議
会
で
、
指
定
管
理
者

の
議
決
を
い
た
だ
き
、
基
本
協
定

の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
運
営
に
な
り
、
利

用
者
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
町
と
し
て
も
更
に
ス
キ
ー
場

や
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
と
連
携
を
深

め
つ
つ
、
良
佳
村
全
体
と
し
て
発

展
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

以
上
、
町
長
行
政
一
般
報
告
と

し
ま
す
。

　第１回町議会定例会が平成27年３月９日に招
集され、町長及び教育長から行政一般報告がさ
れましたので、その概要をお知らせします。 行 政 報 告

第１回町議会定例会
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◆
教
育
長
行
政
一
般
報
告

学
校
別
の
高
校
受
験
状
況

　　

１
点
目
は
、
平
成
27
年
３
月
の

比
布
中
学
校
卒
業
予
定
者
の
高
校

受
験
状
況
で
す
。

　

中
学
３
年
生
の
卒
業
予
定
者
は

35
人
で
、
全
員
が
高
校
進
学
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
公
立
高
校
及
び
私
立
高

校
の
推
薦
面
接
及
び
入
学
試
験
が

終
了
し
ま
し
た
。

　

学
校
別
の
受
験
状
況
は
、
旭
川

北
高
校
２
人
、
旭
川
西
高
校
５
人
、

旭
川
凌
雲
高
校
３
人
、
旭
川
商
業

高
校
４
人
、
旭
川
農
業
高
校
４
人
、

剣
淵
高
校
１
人
、
幌
加
内
高
校
1

人
、
釧
路
工
業
高
校
１
人
、
美
深

高
等
養
護
学
校
１
人
、
旭
川
藤
女

子
高
校
５
人
、
旭
川
大
学
高
校
２

人
、
旭
川
実
業
高
校
３
人
、
旭
川

明
成
高
校
１
人
、
札
幌
静
修
高
校

１
人
、
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
校

１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
高
校
推
薦
等
で
公
立
・

私
立
あ
わ
せ
て
18
人
が
す
で
に
合

格
を
内
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
立
高
校
の
合
格
発
表
は
３
月

17
日
で
す
が
、
全
員
の
合
格
を
願

う
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
大
会
出
場
報
告

　

２
点
目
は
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
全

国
大
会
出
場
に
つ
い
て
で
す
。

　

小
学
生
は
、
12
月
26
日
に
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
北
海
道

小
学
生
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
５
年
の

山
田
萌
華
さ
ん
、
田
中
仁
湖
さ
ん

ペ
ア
が
第
３
位
と
な
り
、
３
月
29

日
か
ら
31
日
ま
で
千
葉
県
白
子
町

で
開
催
さ
れ
る
第
14
回
全
国
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
し

ま
す
。

　

中
学
生
は
、
12
月
27
日
に
砂
川

市
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
北
海
道

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
２
年

の
渡
邊
真
衣
さ
ん
が
第
３
位
、
１

月
５
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た

第
41
回
北
海
道
中
学
生
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
に
出

場
し
た
２
年
の
藤
田
晃
さ
ん
、
１

年
の
大
川
彬
さ
ん
ペ
ア
が
第
３
位

と
な
り
、
３
月
26
日
か
ら
28
日
ま

で
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
る

第
26
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
３
人

が
出
場
し
ま
す
。
ま
た
、
３
月
29

日
か
ら
31
日
に
岐
阜
県
瑞
浪
市
で

開
催
さ
れ
る
第
12
回
ヨ
ネ
ッ
ク
ス

カ
ッ
プ
全
国
中
学
校
選
抜
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
に
藤
田
さ
ん
、
大
川

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。

　

北
海
道
の
代
表
と
し
て
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、出
場
に
か
か
る
経
費
は
、

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
補
助
金
交
付

要
綱
に
基
づ
き
支
出
し
ま
す
。

　

以
上
、
教
育
長
行
政
一
般
報
告

と
し
ま
す
。

●
町
か
ら
提
案
し
た
主
な
議
案
等

○
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算○
比
布
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
33
件

定岡氏を北海道指導林家に認定

　定岡秀樹さんが、北海道指導林家の認定を受

け、３月23日、役場会議室で町長や旭川森林組

合代表理事組合長などが立会する中、上川総合

振興局から、認定書と腕章、バッチが伝達・交

付されました。

　定岡さんは、所有山林の計画的な森林整備を

進めるとともに、森林組合理事として、地域林

業振興に意欲的に取り組まれています。また、

林業後継者の育成に

も熱心であり、地域

の森林所有者の手本

となっていることが

高く評価されました。

　本町では、指導林

家第一号です。

ＮＰＯ法人フレンズが奨励賞を受賞

　ＮＰＯ法人フレン

ズ（亀海聡代表）が、

北海道開発局主催の

「わが村は美しく-北

海道」運動第７回コ

ンクールで奨励賞を

受 賞 し、 ２ 月27日、

役場会議室で表彰式が行われました。

　ＮＰＯ法人フレンズでは、障がいを持つ方々

が農業を通じて社会参加をし、地域住民との交

流を深めながら特産品の開発・販売を進めてい

ます。農業人口が減少していく中、障がい者が

その担い手の一人になれるような社会、健康な

人も障がいのある人もともに働ける社会（ソー

シャルファーム）を目指し、活動しています。

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････



　

保
険
料
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総

費
用
と
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
の
方
）
の
人
数
を
基
に
算
出

し
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
ま
す
。

　

第
６
期
の
保
険
料
は
、
町
内
の

有
識
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
委
員
会
で
審
議
さ

れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
町
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
み
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
今
回
の
保
険
料
の
引

き
上
げ
は
、
こ
う
い
っ
た
高
齢
化

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加

に
よ
り
、
国
で
定
め
る
第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
負
担
割
合
が
21

％
か
ら
22
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
保
険
料
を
抑
制
す
る

た
め
、
第
５
期
ま
で
に
積
み
立
て

た
「
介
護
保
険
事
業
準
備
基
金
」

の
取
り
崩
し
な
ど
を
行
っ
た
も
の

の
、
す
べ
て
の
保
険
料
段
階
に
お

い
て
保
険
料
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
被
保
険
者
の
負
担

能
力
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
保
険

料
と
な
る
よ
う
、
負
担
段
階
を
こ

れ
ま
で
の
７
段
階
か
ら
９
段
階
に

変
更
し
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
各
個
人
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
課
税
状
況
が
確
定
す
る

７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
な
ど
、

詳
し
く
は
広
報
ぴ
っ
ぷ
４
月
号
に

折
り
込
み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
８
５
‐
４
８
０
４

　
町
で
は
、
介
護
保
険
法
の
規

定
に
よ
る
要
介
護
者
を
在
宅
で

介
護
す
る
方
を
支
援
す
る
た

め
、
介
護
手
当
・
介
護
用
品
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
役
場
保

健
福
祉
課
介
護
保
険
係
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
支
給
対
象
者

　

　
要
介
護
３
～
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
町
民
税
非
課
税
の
方

□
介
護
手
当（
介
護
者
に
支
給
）

　
支
給
月
額

　
１
０
０
０
０
円

□
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ト
、使
い
捨
て
手
袋
、

清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

等
）

 
 

支
給
月
額 

 

３
０
０
０
円

※
町
内
の
薬
局
や
商
店
で
使
用

で
き
る
助
成
券
を
支
給
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
８
５
‐
４
８
０
４

介
護
手
当

介
護
用
品
を
支
給
し
ま
す

65
歳
以
上
の
方

  
第
６
期
（
平
成
27
～
29
年
度
）

  

介
護
保
険
料
を

  

決
定
し
ま
し
た
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自分の体を知りましょう！

健診を　
受けましょう

今年度
の健診日程は下記のとおりです。　　

健康管理のためにぜひ受診しましょう。

申し込みの必要な健診は、４月に各地区の保健推進員

が健診申込票を配布しますので、必要事項を記入して、　

お申し込みください。

■問い合わせ　保健センター　　☎８５‐２５５５

 個別がん検診

旭川がん検診センターで、個別がん検診

を右記のとおり実施します。

がん検診対象者、自己負担額は集団がん

検診と同じです。

■検診実施期間

　６月１日～平成 28 年２月 29 日

（旭川がん検診センターの休診日を除く）

■申し込み方法

　各自で旭川がん検診センターに電話で

お申し込みください。（☎５３‐７１１１）

 任意予防接種の助成
任意予防接種の助成内容は下記のとおりです。

季節性インフルエンザについて詳しくは、接種実施期間が近くなりましたら、改めてご案内します。

また、その他の予防接種については、対象者に後日、ご案内します。

月 日 健診名 実施場所

７月

６、７日 結核検診（年度内 65 歳以上の方） 各分館、保健センター

15、16、17 日の

３日間

総合特定健康診査

（生活習慣病予防健診、胃がん、肺

がん、大腸がん、前立腺がん検診）

保健センター

７、22 日 子宮・乳がん検診（集団検診） 旭川がん検診センター（送迎バス有り）

８月 ６、24 日 子宮・乳がん検診（集団検診） 旭川がん検診センター（送迎バス有り）

９月 １、２日
エキノコックス症検査

（対象地区：６～ 11 区、26 区、南町）
保健センター

10 月
21、22、23、26

日の４日間

総合特定健康診査

（生活習慣病予防健診、胃がん、肺

がん、大腸がん、前立腺がん検診）

保健センター

平成 28 年１月 18 日 子宮・乳がん検診（集団検診） 旭川がん検診センター（送迎バス有り）

２月 ５日 子宮・乳がん検診（集団検診） 旭川がん検診センター（送迎バス有り）

検診名 対象者 自己負担額

胃がん検診

30 歳以上の方

1,500 円

肺がん検診 500 円

喀痰検査
※肺がん検診受診者で希
望する方

500 円

大腸がん検診 500 円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 900 円

子宮がん検診 20 歳以上の女性 1,900 円

乳がん検診 30 歳以上の女性
49 歳以下：2,200 円

50 歳以上：1,800 円

検診名 対象者 補助回数 自己負担額

季節性インフルエンザ
６か月から高校３年生

年齢相当まで、妊婦
一人２回まで 無料

おたふくかぜ １歳から就学前まで 一人２回まで １回　1,500 円

ロタウイルス

【ロタリックス：１価】

生後 24 週まで

【ロタテック：５価】

生後 32 週まで

必要な接種回数
ロタリックス：２回

ロタテック：３回

ロタリックス　　

１回　3,000 円
ロタテック　　　

１回　2,000 円

※季節性インフルエンザの助成対象接種実施期間は 10 月１日～平成 28 年１月 31 日の予定です。

　その他は、４月１日以降に接種したものが該当となります。

 平成 27 年度健診予定表

15 広報ぴっぷ　April  2015
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表：こんなときには役場保健福祉課に届出を（印鑑をご持参ください）

　

国
保
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

安
心
し
て
医
者
に
か
か
れ
る
よ
う

作
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
の
収

入
な
ど
に
応
じ
て
お
金
を
出
し
合

い
、
助
け
合
う
こ
と
（
相
互
扶
助
）

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
の
手
続
き
以
外
に
も
、
下

の
表
に
該
当
す
る
方
は
、
異
動
の

あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
必
ず

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

○
国
保
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
届
出
ま
で
の
医
療
費
を
全
額
自

己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険（
国
保
）
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

就
職
・
転
職
・
転
入
・
転
出
な
ど
、
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。

忘
れ
ず
に
国
保
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
保
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

の
国
保
に
加
入
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
大
学
・
高
校
等
に
修
学
す

る
た
め
、
他
市
区
町
村
に
住
民
登

録
を
し
た
被
保
険
者
で
、
転
出
前

の
世
帯
に
よ
り
生
計
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
世
帯
主
か
ら
の

届
出
に
よ
っ
て
、
転
出
し
た
あ
と

も
引
き
続
き
転
出
前
の
世
帯
の
被

保
険
者
と
し
て
保
険
証
を
使
用
で

き
る
と
い
う
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

転
出
の
手
続
き
の
際
に
お
届
け

く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】
保
険
証
、
印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
（
入

学
す
る
場
合
は
入
学
許
可
通
知
書

な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ
●

　
役
場
保
健
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
８
５
‐
４
８
０
４

加
入
す
る
方

届
出
は
14
日
以
内
に

　

国
保
で
は
、
世
帯
を
一
つ
の
単

位
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

手
続
き
は
、
原
則
世
帯
主
が
ま
と

め
て
行
い
ま
す
。

　

世
帯
主
が
職
場
の
健
康
保
険
に

入
っ
て
い
て
も
、
家
族
の
誰
か
が

国
保
に
加
入
す
る
と
き
（
国
保
を

や
め
る
と
き
）
は
、
世
帯
主
が
手

続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
納
税
義
務
も

世
帯
主
が
負
い
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
主
が
職
場
の
健
康

保
険
に
入
っ
て
い
る
場
合
は
、
国

保
上
の
世
帯
主
（
納
税
義
務
者
）

を
家
族
の
う
ち
の
国
保
加
入
者
に

変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

手
続
き
は
世
帯
主
が

修
学
の
た
め
に
転
出
す
る
方
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雪
番
屋
に
、
来
シ
ー
ズ
ン
か

ら
発
券
と
パ
ト
ロ
ー
ル
が
入
れ

ば
、
来
場
者
も
今
の
状
態
よ
り

納
得
さ
れ
る
の
で
は
。
シ
ー
ズ

ン
中
、
「
リ
フ
ト
券
く
だ
さ
い
」

「
シ
ッ
プ
く
だ
さ
い
」
「
パ
ト
ロ

ー
ル
は
ど
こ
で
す
か
」
と
聞
い

て
き
ま
す
。
発
券
場
の
女
性
に

と
っ
て
も
ト
イ
レ
が
近
く
な
る

こ
と
、
水
が
す
ぐ
あ
る
こ
と
は

い
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
宿
泊
者
の
み
が
ポ
ー

ル
を
使
え
る
と
い
う
考
え
は
い

か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
。
も
っ

と
雪
番
屋
で
お
客
様
の
声
を
聞

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
事
務

所
で
休
憩
さ
れ
る
方
は
い
な
い

の
だ
か
ら
、
学
生
、
家
族
連
れ
、

外
人
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
話
し
、
よ
り
良
い
ス
キ
ー

場
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

ス
キ
ー
と
い
ち
ご
の
ま
ち
な

の
だ
か
ら
。

(

中
島
唯
裕)

§
町
長
か
ら
の
回
答
§

　
　
お
手
紙
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

通
り
、
ゲ
レ
ン
デ
内
に
ポ
ー
ル

を
張
っ
て
の
練
習
は
、
エ
リ
ア

内
に
宿
泊
し
て
い
る
合
宿
の
お

客
様
と
比
布
レ
ー
シ
ン
グ
、
ぴ

っ
ぷ
ス
キ
ー
学
校
に
限
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
理
由
と
し
て
は
、
ポ
ー
ル
練

習
と
一
般
の
お
客
様
が
滑
る
コ

ー
ス
を
仕
切
る
こ
と
が
難
し

く
、
安
全
確
保
が
で
き
な
い
た

め
、
ポ
ー
ル
練
習
を
す
る
コ
ー

ス
を
限
定
し
て
い
ま
す
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
も
お
客
様

の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
ま
で

通
り
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
雪
番
屋
は
、
来
シ
ー

ズ
ン
は
町
で
管
理
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
お
客
様
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

安
心
・
安
全
で
楽
し
い
ス
キ
ー

場
の
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
　
◆

　
◆

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る

み
な
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
お
伺
い
す
る
「
町
長
へ

の
手
紙
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
こ

と
や
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
「
こ
え
」
を
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
●

  

役
場
総
務
企
画
課
広
報
係

☎
８
５
‐
４
８
０
２

ふ
る
さ
と
会
か
ら

　

旭
川
近
郊
に
住
む
比
布
町
出

身
者
の
会
「
旭
川
比
布
同
郷
会

（
合
田
春
夫
会
長
）」
の
第
62
回
総

会
と
懇
親
会
が
３
月
15
日
、
旭
川

市
内
で
開
か
れ
、
会
員
ら
94
人
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
伊
藤
喜
代
志
町

長
、
久
保
田
正
義
町
議
会
議
長
ら

９
人
が
出
席
。
合
田
会
長
が
「
今

後
も
よ
り
楽
し
め
る
会
に
し
た

い
。
今
日
は
時
間
の
ゆ
る
す
限
り

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
伊
藤
町
長
が
「
こ

れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
ふ
る
さ

と
比
布
町
を
、
よ
り
良
く
す
る
た

め
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
述

べ
、
本
町
出
身
で
同
会
顧
問
の
木

村
峰
行
道
議
会
副
議
長
は
「
生
ま

れ
育
っ
た
比
布
町
が
、
明
る
く
元

気
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
お
楽
し
み
抽

選
会
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
近
況
な
ど
を
語
り
合
い

な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

札
幌
比
布
会
ふ
る
里
訪
問

　

札
幌
近
郊
に
住
む
比
布
出
身
者

で
組
織
さ
れ
て
い
る
札
幌
比
布
会

（
田
中
勝
三
郎
会
長
）
の
み
な
さ

ん
が
、
ふ
る
さ
と
比
布
町
を
訪
れ

ま
す
。

　

札
幌
比
布
会
の
知
友
人
と
昼
食

を
食
べ
な
が
ら
、
思
い
出
話
や
近

況
報
告
な
ど
で
懇
親
を
深
め
ま
せ

ん
か
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
広
報

ぴ
っ
ぷ
４
月
号
に
折
り
込
み
の
申

込
書
を
記
入
し
、
役
場
総
務
企
画

課
広
報
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

５
月
14
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～
３
時

■
場
所　

良
佳
プ
ラ
ザ
遊
湯
ぴ
っ

ぷ■
会
費　

４
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
月
）　

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
企
画
課
広
報
係

☎
８
５
‐
４
８
０
２ 

旭川比布同郷会総会



こんにちは！ 
僕の名前は防災レッド。
比布町のみんなに防災につい
てお知らせするため、Ｂ

ぼうさい

Ｓ
８８星雲からやってきたんだ。
これから、いろいろな災害か
ら自分の身を守るために役立
つ情報をお知らせするよ！

 災害が発生した時、災害の発生が予想されるとき

にみんなが避難するところだよ。

　避難所看板は夜になると、車のライトに反射し

てピカピカ光って、とてもよく見えるんだ。

○指定避難所

指定避難所とは、災害等で住宅に住めなくなったときや、町から避

難勧告や避難指示が発令されたときに避難する屋内の施設

施設名 所在地

比布中学校グラウンド 北２線８号

中央小学校グラウンド 寿町４丁目１番１号

百年記念公園多目的広場 南町２丁目

東園広場 北２線１３号

旧蘭留小学校グラウンド 北９線１４号

南分館広場 基線２号

対象行政区 施設名 電話番号

１・２・３・４・５・６区、
西・南・新・緑町

体育館
農村環境改善センター

85‐2513

９・10・11・26 区、寿町 中央小学校 85‐2269

７・８・12・13・14・15・
16・17 区

比布中学校 85‐2145

18・19・20・21・22・24・
25区、蘭留町区

良佳プラザ遊湯ぴっぷ 85‐4700

東・北・中町
多目的室内運動場
（いちごアリーナ）

○広域避難場所

広域避難場所とは、地震や火災などの災害が発生し

たときに、一時的に避難するための安全で広い場所

■問い合わせ　

　役場総務企画課生活安全係　

　☎８５‐４８０１

もしものときの避難場所と避難所

広域避難場所・指定避難所に
看板がついたよ !!

自分の家から避難所まで、

どの道を通ったら安全に行

けるかを確認しておくこと

が大切だよ！

これが看板だよ！

要チェックだ !!

←リアル防災レッド

車のライトが当たると
ピカピカ光るよ！
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「
き
た
よ
ん
」
ス
ロ
ー
ガ
ン

比
べ
な
い
の
は
当
た
り
前
、
み
ん

な
で
上
が
ろ
う
愛
の
地
域
（
ぶ
た
い
）

４
月
２
日
は

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
で
す

　

平
成
19
年
12
月
に
国
連
総
会
に

お
い
て
、
カ
タ
ー
ル
国
か
ら
提
出

さ
れ
た
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉

症
啓
発
デ
ー
」
に
定
め
る
決
議
が

採
択
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
盟
国

が
自
閉
症
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
で
も
、
自
閉
症
を
は

じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い
に
つ
い

て
、
広
く
啓
発
す
る
活
動
に
取
り

組
み
、
４
月
２
日
か
ら
８
日
ま
で

を
発
達
障
害
啓
発
週
間
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
ブ
ル
ー

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

自
閉
症
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

自
閉
症
は
、
自
分
の
殻
に
閉
じ

こ
も
っ
て
い
る
状
態
と
考
え
ら
れ

た
り
、
親
の
育
て
方
が
悪
い
の
が

原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
し

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

脳
の
発
達
の
仕
方
の
違
い
か
ら

「
他
の
人
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

こ
と
」「
言
葉
を
適
切
に
使
う
こ

と
」「
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る

こ
と
」
な
ど
が
苦
手
で
す
。

　

自
閉
症
の
人
々
は
、
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
な
発
達
の
仕
方
を
し
て
お

り
、
周
り
の
人
た
ち
に
は
理
解
で

き
な
い
行
動
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
々
の
目
に

は
変
わ
っ
た
行
動
、
理
解
し
に
く

い
人
た
ち
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

例
え
ば
…

▼
自
分
の
好
き
な
言
葉
を
繰
り
返

す▼
常
同
行
動
（
手
を
ひ
ら
ひ
ら
さ

せ
る
、
ぐ
る
ぐ
る
回
る
な
ど
の
行

動
）
を
繰
り
返
す

▼
感
覚
が
鋭
す
ぎ
た
り
、
逆
に
鈍

感
だ
っ
た
り
す
る　
　

な
ど
…

苦
手
な
こ
と

▼
会
話　

そ
の
人
が
理
解
し
て
い

る
言
葉
を
使
っ
た
り
、
写
真
や
絵

を
添
え
て
説
明
し
た
り
、
抽
象
的

な
表
現
を
さ
け
て
、
短
い
表
現
で

話
す
こ
と
な
ど
で
理
解
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

▼
人
ご
み
や
大
き
な
音
、
光
と

い
っ
た
刺
激　

感
覚
の
異
常
刺
激

に
よ
る
不
快
感
を
増
幅
さ
せ
な
い

よ
う
安
心
で
き
る
環
境
を
調
整
し

て
、つ
く
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
し
い
こ
と
や
、
い
つ
も
と
や

り
方
が
違
う
と
き　

ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
正
し
い
方
法
を
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

（
参
考　

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー　

日
本
実
行
委
員
会
公
式
サ
イ
ト
）

　

自
閉
症
の
人
々
の
行
動
や
態
度

の
意
味
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

次
号
は
、
発
達
障
が
い
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

当
麻
町
３
条
東
２
丁
目
11
番
１
号

（
当
麻
町
役
場
庁
舎
内
）

電
話
　 

８
４
‐
７
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

８
４
‐
７
３
３
３

▼
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

８
４
‐
７
２
２
２
（
24
時
間
対
応
）

き
た
よ
ん
通
信

白銀の突哨山ツアー
雪上散策を楽しんだ後は、しらかばの樹

液で入れたコーヒーやお茶を試飲し、木

の伐採の様子を見学します。

■日時　４月 11 日（土）午前９時　

　福祉会館集合

■参加料　無料

■申込締切　４月８日（水）　

・スキー用のストックをお持ちの方は

・ご持参ください。

・しらかば樹液を持ち帰る方はペット

・ボトルなどをご持参ください。

■申し込み・問い合わせ

　教育委員会社会教育係 ☎８５‐２２６２

本格的なシーズンを前に、今年も多くの方が気

持ちよく散策が楽しめるようボランティアを募

り、整備作業を行います。

■日時　４月 25 日（土）午前９時　村上山公園駐車場集合

■作業内容　笹刈り、枝切り、ごみ拾いなど

■持ち物　ブラシカッター、のこ（お持ちの方のみ）

■その他　長靴、軍手など作業のできる服装でお越しください。

■申込締切　４月 23 日（木）　

■申し込み・問い合わせ　役場総務企画課企画振興係 ☎８５‐４８０２

カタクリやエゾエンゴサク、ピップイチゲなど春の花々が満開

の突哨山を花案内人の解説を聞きながら散策できるツアーです。

■日時　５月３日（日）午前９時　福祉会館集合

■参加料　無料　

■申込締切　４月 27 日（月）　

■申し込み・問い合わせ　教育委員会社会教育係　☎８５‐２２６２

4/11

ぴぴの路 
整備作業

4/25

ぴぴの路を楽しもう
春の突哨山散策ツアー

5/3

突哨山の
シーズン到来 !!
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町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
８
５
‐
４
８
０
４

元
気
の
入
り
口

お
口
の
ケ
ア
で
介
護
予
防
！

　

口
は
、
食
べ
る
、
話
す
、
表
情

を
豊
か
に
す
る
な
ど
、
元
気
で
楽

し
い
生
活
の
要
と
な
り
ま
す
。

　

良
く
か
ん
で
、
お
い
し
く
食
事

を
と
る
こ
と
は
、
脳
の
血
流
を
良

く
し
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
運
動
中
に
ぐ
っ
と

力
を
こ
め
る（
歯
を
食
い
し
ば
る
）

た
め
に
も
、か
む
力
は
必
要
で
す
。

口
の
機
能
低
下
が
招
く
悪
循
環　

　

加
齢
に
伴
い
、
唾
液
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
固
い
も
の
が
食
べ
に

く
く
な
る
と
、
自
分
の
口
の
状
態

に
合
わ
せ
た
食
べ
物
を
好
ん
で
食

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
食
べ
る
た
め
の
筋
力
が
低

下
し
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

お
口
の
体
操
で
介
護
予
防

　

健
康
な
生
活
を
続
け
る
た
め

に
、
体
の
体
操
と
同
様
、
お
口
の

体
操
も
重
要
で
す
。

▼
よ
く
か
む
こ
と
が
一
番
の
体
操

　

か
む
こ
と
に
よ
り
、
口
の
筋
力

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
唾
液
の
分

泌
、脳
血
流
の
改
善
も
助
け
ま
す
。

　

１
口
20
回
を
目
安
に
、
よ
く
か

ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
お
口
の
体
操

　

お
口
の
体
操
を
紹
介
し
ま
す

（
下
段
を
参
照
）。

　

朝
食
前
に
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

▼
自
分
の
歯
を
な
く
さ
な
い
こ
と

　

義
歯
に
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
「
か
め
な
い
」「
口
が
渇
く
」「
口

内
炎
が
で
き
や
す
い
」「
味
が
わ

か
ら
な
い
」
な
ど
の
機
能
低
下
を

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

１
本
で
も
多
く
自
分
の
歯
を
持

ち
続
け
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
口

腔
内
を
清
潔
に
保
ち
、
歯
周
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

口
腔
機
能
向
上
事
業
に
参
加
し
ま

し
ょ
う

　

町
で
は
、
口
腔
機
能
向
上
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
講
話
、
口
腔
ケ
ア
、
歯
科

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
３
項
目
の
う
ち
２
項
目
以

上
当
て
は
ま
る
方
は
、
口
腔
機
能

の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
半
年
前
に
比
べ
て
固
い
も
の
が

食
べ
に
く
く
な
っ
た

②
お
茶
や
汁
物
で
む
せ
る
こ
と
が

あ
る

③
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

■
口
腔
機
能
向
上
事
業

▼
期
間

　

前
期　

６
月
29
日
～
９
月
７
日

　

後
期　

１
月
18
日
～
３
月
28
日

※
い
ず
れ
も
月
２
回
月
曜
日
、
午

前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で

　

そ
の
他
、
お
口
の
こ
と
で
気
に

な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
当

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

お口の体操　朝食前にすることをおすすめします。

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
役
場
保
健
福
祉
課
内
）
☎
８
５
‐
４
８
０
４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
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第10話

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
栄

養
士
の
加
藤
で
す
。
健
康
に
な
れ

る
栄
養
の
話
を
し
ま
す
。

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　
食
事
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

　

前
月
は
、
規
則
正
し
い
食
事
の

リ
ズ
ム
が
代
謝（
栄
養
素
が
合
成
・

分
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
）
の
リ
ズ

ム
を
整
え
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま

し
た
。
今
月
は
、
食
事
の
リ
ズ
ム

を
実
際
に
整
え
る
た
め
に
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み
ま
す
。

◆
朝
食
が
ス
タ
ー
ト
で
す

　

規
則
正
し
い
食
事
の
リ
ズ
ム
の

ス
タ
ー
ト
は
、「
朝
ご
は
ん
」で
す
。

　

私
た
ち
の
体
に
は
体
内
時
計
が

あ
り
、
朝
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で

時
計
の
針
を
朝
に
合
わ
せ
て
24
時

間
を
保
っ
て
い
ま
す
。
朝
食
を
食

べ
る
こ
と
で
代
謝
の
リ
ズ
ム
に
ス

イ
ッ
チ
が
入
り
、
体
内
時
計
に
合

わ
せ
て
動
く
よ
う
に
な
る
た
め
、

生
活
リ
ズ
ム
が
整
う
の
で
す
。

　

朝
食
は
何
時
に
食
べ
て
も
い
い

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
代
謝
に
必
要
な
時
間
を
考

え
る
と
食
間
が
４
時
間
あ
る
と
体

に
負
担
を
か
け
ず
に
処
理
で
き
ま

す
の
で
、
昼
食
が
12
時
で
あ
れ
ば

朝
８
時
ご
ろ
ま
で
に
食
べ
終
わ
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。

◆
朝
食
に
何
を
食
べ
る
か

　

長
時
間
空
腹
だ
っ
た
体
は
、
朝

食
か
ら
効
率
よ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

吸
収
で
き
る
よ
う
に
ス
タ
ン
バ
イ

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
脳
は
、

糖
質
（
炭
水
化
物
）
し
か
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
で
き
な
い
た
め
、
朝
食

で
は
糖
質
を
た
く
さ
ん
含
む
ご
飯

や
パ
ン
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

果
物
や
飲
み
物
の
糖
分
は
、
急

に
血
糖
値
が
上
が
る
た
め
イ
ン
ス

リ
ン
が
大
量
に
必
要
に
な
り
ま

す
。
ご
飯
や
パ
ン
の
糖
分
は
ゆ
っ

く
り
血
糖
値
が
上
が
る
た
め
、
体

に
か
か
る
負
担
は
少
な
く
済
み
ま

す
。

◆
食
事
の
内
容
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

ご
飯
や
パ
ン
だ
け
だ
と
図
１
の

上
の
段
の
よ
う
に
、
２
～
３
時
間

で
消
化
が
終
わ
り
、
昼
食
ま
で
も

た
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
昼
食
の
前
に
間
食
が
入
る
こ
と

は
代
謝
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
原
因

に
な
り
や
す
い
の
で
、
腹
も
ち
を

よ
く
す
る
こ
と
を
考
え
て
、
下
の

段
の
よ
う
に
ご
飯
と
肉
や
魚
、卵
、

大
豆
製
品
と
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

て
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

朝
食
や
昼
食
を
軽
く
済
ま
せ
る

方
も
い
ま
す
が
、
夕
食
に
食
べ
る

量
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
野
菜
や

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
な
ど
を

３
回
の
食
事
へ
分
け
る
よ
う
に
す

る
と
、
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
く

な
る
の
で
、
代
謝
の
リ
ズ
ム
も
整

い
や
す
く
な
り
ま
す
。

子どもの広場 ４月の行事予定
＊子どもの広場＊
■開催日■　毎週月・金曜日
　　　　　　（午前９時～正午、午後１時～３時）
■内容■　入園前の親子を対象に、遊びや育児に関しての
情報提供や保護者同士の交流の場として開催しています。
予約は不要です。

＊子育て相談＊
■開催日■　毎週水曜日
■内容■　保育士による子育て相談を行います。必要に応
じて、保健師や栄養士も対応します。事前に予約が必要です。
※町民カレンダーに開催日を掲載しています。

＊今月の行事＊
　こいのぼりせいさく　４月 24 日（金）午前 11 時ごろ
　みんなでかわいい こいのぼりをつくります。

■問い合わせ■保健センター ☎８５‐２５５５
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「
被
災
犬
じ
ゃ
が
い
も
の
挑
戦
」
を

読
ん
で

４
年　

久
保
田　

夏
生

　

「
試
験
に
落
ち
て
も
落
ち
て
も
あ

き
ら
め
ず
、
合
格
を
目
指
す
被
災
犬

の
物
語
」
と
い
う
文
を
見
て
、
世
の

中
に
は
、
そ
ん
な
す
ご
い
犬
が
い
る

ん
だ
と
思
い
、
き
ょ
う
み
を
持
ち
ま

し
た
。
こ
の
本
は
、
東
日
本
大
し
ん

災
で
ひ
害
に
あ
っ
た
被
災
犬
じ
ゃ
が

い
も
が
災
害
救
助
犬
を
目
指
す
お
話

で
す
。

　

じ
ゃ
が
い
も
は
、
東
日
本
大
し
ん

災
の
三
か
月
後
に
福
島
県
飯
舘
村
で

生
ま
れ
た
子
犬
で
す
。
か
い
主
は
と

て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、
飯
舘
村

は
原
発
事
故
で
全
員
が
村
を
出
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
の
で
、

か
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

だ
か
ら
、
日
本
動
物
介
護
セ
ン
タ
ー

で
里
親
を
さ
が
す
た
め
に
ぎ
ふ
県
に

保
護
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
じ
ゃ

が
い
も
た
ち
は
生
後
四
十
五
日
で

す
。
人
間
で
い
う
と
、
よ
う
ち
園
児

で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
私
は
じ
ゃ
が

い
も
た
ち
は
と
て
も
か
わ
い
そ
う
だ

と
思
い
ま
し
た
。な
ぜ
か
と
い
う
と
、

ま
だ
小
さ
い
の
に
、
母
犬
と
、
は
な

れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
私
が
じ
ゃ
が
い
も
だ
っ
た
ら
、

む
ね
が
し
め
つ
け
ら
れ
て
、
一
日
中

泣
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、

じ
ゃ
が
い
も
が
一
回
目
、
二
回
目
、

三
回
目
の
試
験
に
不
合
格
し
、
四
回

目
の
試
験
が
始
ま
っ
た
場
面
で
す
。

じ
ゃ
が
い
も
は
ま
だ
一
回
も
「
捜

索
」
の
テ
ス
ト
を
ク
リ
ア
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ
、
「
捜

索
」
の
テ
ス
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
は
き
ん
ち
ょ
う
し
な
が
ら
、
が
ん

ば
れ
！ 

と
心
の
中
で
さ
け
び
ま
し

た
。
訓
練
士
の
山
口
さ
ん
も
そ
ん
な

気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
日
の

た
め
に
毎
日
欠
か
さ
ず
訓
練
を
積
ん

で
き
た
の
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
「
捜
索
」
の
テ

ス
ト
で
一
人
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
私
は
、
や
っ
た
！ 

と

心
の
中
で
喜
び
ま
し
た
。
ま
た
二
人

目
も
見
つ
け
ま
し
た
。
あ
と
二
人
で

す
。
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
は
ぜ
っ
た
い
合
格

だ
！ 
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
「
通
知
し
ま
す
。
不
合

格
」。
わ
た
し
は
、
こ
の
文
を
見
て

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
な
ん
で
？  

二

人
も
見
つ
け
た
の
に
！ 

私
は
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
、
す
ご
く
す
ご
く

く
や
し
か
っ
た
で
す
。

　

山
口
さ
ん
は
「
人
命
救
助
と
い
う

使
命
を
か
け
た
合
格
は
甘
く
な
い
と

思
い
知
ら
さ
れ
た
」
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。
私
は
、
災
害
救
助
犬
に
な
る

の
は
と
て
も
大
変
な
ん
だ
な
、
と
思

い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
お
話
を
読
ん
で
、
私
も

し
ょ
う
来
、
じ
ゃ
が
い
も
の
よ
う
に

何
事
も
あ
き
ら
め
な
い
人
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
本
の
あ
と
が
き
に
「
が
ん

ば
っ
て
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の
で

す
」
と
い
う
山
口
さ
ん
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
文
が
と
て
も

心
に
ひ
び
き
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
さ
か
上
が
り
の
練
習
で
、
最

初
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
毎
日
練

習
し
た
ら
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
で
き
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
じ
ゃ
が
い
も
の
こ
と
を

思
い
出
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

愛
♥
ぶ
っ
く
ん

ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ＬＯＶＥ

愛
別
町
と
合
同
で
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

　
比
布
町
と
愛
別
町
の
教
育
委
員
会
が
合
同
で
「
第
４
回
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
ぶ
っ
く
ん
ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ぶ
っ
く
ん
ラ
イ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小
学
生
を
対

象
に
し
た
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
児
童
が
本
に
親
し
み
、
読

書
の
習
慣
や
文
章
を
書
く
こ
と
で
考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
両
町
か
ら
１
６
５
点
の
応
募
が
あ
り
、
低
学
年
、
中
学
年
、

高
学
年
の
部
門
ご
と
に
最
優
秀
賞
や
優
秀
賞
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
12
人
が
入
賞
し
、
３
月
５
日
に
全
校
児
童
の
前
で
、

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
北
川
範
之
校
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
中
学
年
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
久
保
田
夏
生
さ
ん

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

愛 LOVE ぶっくんライター

コンクール入賞者
（本町関係分・敬称略）

◆低学年の部　

　優秀賞　　堀江　徠煌

　　　　　　中野　莉緒

　佳　作　　細貝　悠翔

　　　　　　大垣　悠雅

　　　　　　菅野　雛音

◆中学年の部　

　最優秀賞　久保田夏生

　優秀賞　　牧野　光来

　佳　作　　城　　胡華

　　　　　　品川　実咲

　　　　　　小田　雄斗

◆高学年の部　

　優秀賞　　松浦　梨瑚

　佳　作　　吉村　悠吾

愛別町
あいちゃんマン

愛別町
ほんちゃん

スノーベリー

ぶっくん
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ぴっぷちょう としょかん

ぶっくんノート [4 月号 ]

□開館時間　午前 10 時～午後６時
□休館日　毎週月曜日 (祝日の場合は次の日 )
　　　　　６日、13 日、20 日、27 日
　　　　　館内整理日 22 日（水）

□ぶっくん☆シアター（映画上映会）

「ラスト サムライ」　23 日（木）午前 10 時～
　南北戦争の英雄ネイサン・オールグレン大尉とサム
ライ一族の長・勝元盛次。情感あふれる近代日本の幕
開けと武士道を描いた一大叙事詩。トム・クルーズ、
渡辺謙主演。2003 年アメリカ映画。154 分。

新着図書（大活字本）
淋しい狩人　宮部 みゆき / 著

その日のまえに　重松 清 / 著

戦国秘録 白鷹伝　山本 兼一 / 著

動機　横山 秀夫 / 著

大川わたり　山本 一力 / 著

蜩ノ記（ひぐらしのき）　葉室 麟 / 著

わが恋の墓標　曽野 綾子 / 著

潮鳴り　葉室 麟 / 著

下町ロケット　池井戸 潤 / 著

東京下町の古書店

を舞台に本をきっ

かけに起こる謎を

店主のイワさんと

孫の稔が解いてい

く連作短編集。22

ポイント全３巻。

所内で一括保管さ

れる 30 冊の警察手

帳が紛失した。犯

人は内部か、外部

か。表題作ほか珠

玉の４編を収録。

22 ポイント全３巻。

互いに強く惹かれ

ながらも尋常な形

で は 成 就 で き な

かった恋の意外な

結末を明かす表題

作の他９編を収録。

22 ポイント全３巻。

昨日までの暮らし

が明日からも続く

はずだった。それ

を不意に断ち切る

愛する人の死。感

動の最新連作短編

集。22 ポイント全

３巻。

最愛の女性を失っ

たのがもとで賭博

にはまり、仲間の

家庭まで潰した銀

次。苦難にめげな

い男の美学を描い

た長編時代小説。

22 ポイント全３巻。

鷹匠小林家次は、

狼を捕獲する白鷹

を目撃。その白鷹

こそ伝説の「から

くつわ」だった。

天下一の鷹匠の生

涯を描く時代大作。

22 ポイント全３巻。

檀野庄三郎は不始

末を犯し、切腹と

引き替えに幽閉中

の戸田秋谷の元へ

遣わされる。凛冽

たる覚悟と矜持を

描く時代小説。18

ポイント全３巻。

研究者の道をあき

らめ家業の町工場

を継いだ航平は、

ある日大手メーカー

から理不尽な特許

侵害で訴えられる。

感動の長編作。18

ポイント全３巻。

俊英とうたわれた

伊吹櫂蔵は、今や

無頼暮らし。ある

日、家督を譲った

弟が切腹。弟の無

念を晴らすべく決

意を固めるが。22

ポイント全３巻。

22ポイント　18ポイント※参考（本の文字の大きさ） 大きくて読みやすいです！

23 広報ぴっぷ　April  2015



申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

農
産
加
工
室
５
月
利
用
分

　

５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間

に
、
改
善
セ
ン
タ
ー
農
産
加
工
室

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
５
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
、
加
工
品
目

と
数
量
を
ま
と
め
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
締
切
■
４
月
13
日
（
月
）

■
抽
選
会
■
４
月
20
日
（
月
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
、
福
祉
会
館

▼
農
産
加
工
を
学
び
ま
せ
ん
か

　

農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
「
農
産
加

工
ゼ
ミ
の
会
」
で
は
、
地
元
農
産

物
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
加

工
技
術
を
地
域
へ
紹
介
し
、
農
産

物
の
加
工
を
通
じ
て
農
業
者
と
消

費
者
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

年
３
回
程
度
の
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
入
会
を
希
望
す
る
方
は

役
場
産
業
振
興
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
用
■
材
料
費
と
し
て
毎

回
１
０
０
０
円
程
度

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
産
業
振
興
課
特
産
振
興
係

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
27
年
度

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人
口

動
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
出
生
・
死
亡
・

死
産
・
婚
姻
及
び
離
婚
の
各
届
書

を
も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
。
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
実

施
年
度
は
、
人
口
動
態
職
業
・
産

業
調
査
を
行
い
、
届
書
に
職
業
の

記
入
を
（
死
亡
届
に
は
産
業
の
記

入
も
）
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
調
査
期
間
■
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

■
対
象
者
■
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
及
び
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

■
調
査
方
法
■
各
届
書
の
届
出
を

さ
れ
る
と
き
に
、
事
務
職
・
販
売

職
・
農
林
漁
業
職
な
ど
の
職
業
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
死
亡

届
に
は
農
業
、
建
設
業
、
製
造
業

情報満載
８５‐２１１１
８５‐４８０１
８５‐４８０２
８５‐４８０３
８５‐４８０４
８５‐４８０６
８５‐４８０７
８５‐４８０８
８５‐４８０９
８５‐２２６２
８５‐３３５４
８５‐２５１３
８５‐２５５５
８５‐４０１１
８５‐２３８３
８５‐４７００

比布町役場（代表）
　　　総務企画課
　　　
　　　税務住民課
　　　保健福祉課
　　　産業振興課
　　　建　設　課
　　　議会事務局
　　　農業委員会
比布町教育委員会
図書館
体育館・改善センター
保健センター
農業対策室
グリーンパークぴっぷ
遊湯ぴっぷ

みなさんのご家庭のかわいいアイドルをご紹介
ください。最近の写真とコメントを添えて、役
場総務企画課広報係にお寄せください。写真は
カラー・白黒を問わず、Ｅメールでの投稿もお
待ちしています。宛先は裏表紙をご覧ください。

と
い
っ
た
産
業
も
あ
わ
せ
て
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
税
務
住
民
課
戸
籍
年
金
係

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
営
住
宅
入
居
者
の
み
な
さ
ん

申
請
を
忘
れ
ず
に

▼
住
宅
使
用
料
の
減
免
　

　

毎
年
３
月
に
入
居
者
あ
て
に
送

付
し
て
い
る
『
収
入
認
定
通
知

書
』
中
、
１
か
月
の
認
定
収
入
月

額
が
０
円
の
場
合
に
、
家
賃
の
10

分
の
１
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
家
賃
の
減
免
を
必
要
と

認
め
る
方
の
収
入
を
認
定
す
る
場

合
に
は
、
仕
送
り
、
養
育
費
、
非

課
税
所
得
の
遺
族
年
金
、
老
齢
福

祉
年
金
、
遺
族
給
付
恩
給
、
給
付

金
も
所
得
金
額
と
み
な
し
、
基
準

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

減
免
の
対
象
と
な
る
か
否
か
は

住
宅
管
理
係
で
確
認
し
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
同
居
親
族
等
の
入
居
・
退
去
に

つ
い
て

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
は
、
同
居

人
の
異
動
が
あ
る
と
き
は
必
ず
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

新
た
に
親
族
が
同
居
す
る
と
き

は
、
住
民
票
等
の
異
動
を
す
る
前

に
町
長
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

収
入
等
の
基
準
が
あ
り
、
同
居

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

お外あそびと音楽に合わせて歌っ
たり、踊ったりするのが大好きで
す♫ 少しずつおはなしもできる
ようになってきたよ！ みなさん、
どうぞよろしくお願いします♡

丸
まるやま

山　聖
せ な

奈ちゃん

修平さん・麻由さんの長女

（２歳４か月・中町）
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で
、
必
ず
事
前
に
住
宅
管
理
係
で

手
続
き
を
行
い
、
同
居
承
認
通
知

後
に
住
民
票
の
異
動
や
引
越
し
な

ど
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
建
設
課
住
宅
管
理
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

４
月
か
ら
上
川
中
央
部
の
市
と

戸

籍

の

ま

ど

 （
３
月
15
日
ま
で
の
届
出
）

総 数
男
女
世帯数

３，９２０
１，８４９
２，０７１
１，８４０

人

人

人

世帯

（－５）
（＋１）
（－６）
（＋５）

まちの人口（２月末現在）

※住民基本台帳登録数
（　）は対前月増減数

※
了
承
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

い
ま
す
。

情報＊満載

町
の
事
業
連
携
の
一
環
と
し
て
、

旭
川
市
で
行
っ
て
い
る
無
料
法
律

相
談
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

法
律
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
目
的

に
、
旭
川
弁
護
士
会
所
属
の
２
名

の
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
な
お
、
無
料
法
律
相
談
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
無
料
法
律
相
談
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

旭
川
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
相
談
時
間
は
１
人
20
分
以
内
で

す
。

③
弁
護
士
と
本
人
と
の
直
接
面
談

に
よ
る
相
談
で
す
。（
電
話
及
び

代
理
人
で
は
、
お
受
け
で
き
ま
せ

ん
）

④
相
談
に
関
連
す
る
資
料
が
あ
れ

ば
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
◆

（
氏
名
・
享
年
・
行
政
区
）

　

岡
﨑
タ
ミ
子
さ
ん　
　
　

80
歳
（
13
区
）

■問い合わせ■役場税務住民課戸籍年金係■
■旭川年金事務所　☎２７-１６１１■

学生の方は
「学生納付特例制度」

★☆ 国民年金保険料は忘れずに納めましょう ☆★

　学生本人の前年の所得が一定額以下であれば、市町村の窓口
に申請し、年金事務所で承認を受けると国民年金保険料の納付
が猶予されます。
　申請が遅れると「障害基礎年金」などが受けられない場合が
ありますので、手続きはお早めに。

平成 27年度国民年金保険料

第１号被保険者　月額15,590円
（平成27年４月から）

受付は４月から

平成 26年４月から免除申請期間が拡大されました。
過去に学生納付特例の申請をお忘れの方は、手続きを！

過去の学生納付を受ける場合、申請期間をご確認ください。
平成 27 年４月中に申請する場合は、下表を参考にしてください。

【学生納付特例の申請可能期間と前年所得の関係】

年度 学生納付特例の申請可能な期間
審査対象となる

前年所得

24 年分 平成 25 年３月 　　　　　　　平成 23 年中所得

25 年分 平成 25 年４月～平成 26 年３月 平成 24 年中所得

26 年分 平成 26 年４月～平成 27 年３月 平成 25 年中所得

27 年分 平成 27 年４月～平成 28 年３月 平成 26 年中所得

手続きに必要なもの

・年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書など）
・申請年度有効の学生証（コピーの場合は両面）または、　

在学証明書原本
・印鑑

　
税
務
住
民
課
の
窓
口
で
は
、

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）
の

提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
り
す
ま
し
や
第
三
者
か
ら

の
不
正
な
届
出
、
請
求
を
防
止

す
る
た
め
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑤
相
談
内
容
・
問
題
点
な
ど
を
で

き
る
だ
け
整
理
し
て
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
相
談
日
時
■
毎
月
第
１
～
第
４

木
曜
日
、
午
後
１
時
～
４
時
（
祝

休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

　（
旭
川
市
７
条
通
10
丁
目
旭
川
第

ニ
庁
舎
２
階
）　
☎
２
６
‐
１
９
９
８

　
役
場
総
務
企
画
課
企
画
振
興
係
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お
知
ら
せ
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
比
布
駅
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す

　

今
年
度
、
Ｊ
Ｒ
比
布
駅
の
駅
舎

を
改
築
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
の
駅
舎
は
５
月
ご
ろ

に
解
体
し
、
新
し
い
施
設
は
年
内

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
、
み
な
さ
ま
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
総
務
企
画
課
企
画
振
興
係

ご
活
用
く
だ
さ
い

名
刺
の
台
紙
を
配
布
し
て
い
ま
す 

　

観
光
Ｐ
Ｒ
用
の
名
刺
台
紙
を
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
描
い
た
名

刺
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
高
野
美
奈
さ
ん
が
描
い
た

「
ふ
る
さ
と
の
風
景
」
で
名
刺
の

台
紙
を
作
り
ま
し
た
。

　

初
夏
の
比
布
町
と
い
ち
ご
狩
り

を
楽
し
む
親
子
を
描
い
た
さ
わ
や

か
な
作
品
で
す
。

　

こ
ち
ら
の
名
刺
も
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
数
量
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
無
く
な
り

次
第
、
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
産
業
振
興
課
観
光
係

お
知
ら
せ
し
ま
す

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
７
回
総
会
（
１
月
19
日
開
催
）

◎
農
地
の
利
用
権
（
使
用
貸
借
）

設
定
に
係
る
合
意
解
約

　

１
件　

１
３
、０
４
３
㎡

◎
農
地
法
第
18
条
第
１
項
第
２
号

に
よ
る
農
地
の
合
意
解
約

　

３
件　

４
４
、５
７
６
㎡

◎
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請　

１
件　

５
７
、１
０
１
㎡

◎
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請　

１
件　

３
、
４
２
７
㎡

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定　

　

６
件　

８
３
、
５
３
６
㎡

◎
農
用
地
の
買
入
協
議
に
係
る
要

請　
　
　

１
件　

３
３
、
９
８
８
㎡

◎
比
布
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書
の
審
査

第
８
回
総
会
（
２
月
23
日
開
催
）

◎
農
地
法
第
18
条
第
１
項
第
２
号

に
よ
る
農
地
の
合
意
解
約

　

５
件　

１
４
６
、
２
０
０
㎡

◎
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請　
　

 

１
件　

７
５
８
㎡

◎
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る

許
可
申
請

　

１
件　

１
、
１
８
１
・
５
６
㎡

◎
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定

　

17
件　

４
５
６
、
１
６
３
・
６
０
㎡

北
海
道
警
察
採
用
案
内

警
察
官
を
募
集
し
ま
す

■
受
験
資
格
■
昭
和
57
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

▽
Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
等
を

卒
業
し
た
者
（
平
成
28
年
３
月
卒

業
見
込
者
を
含
む
）

▽
Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
者

（
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

に
在
学
中
の
者
を
除
く
）

■
受
付
期
間
■

▽
郵
送
・
持
参　

４
月
15
日
（
水
）

▽
電
子
申
請　

４
月
10
日
（
金
）

▲高野美奈さんが描いたイラスト名刺
　（裏面は無地と町の広告入りの２種類
　 あります）
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情報＊満載

４月の行事予定

 1㈬	 くるみ保育園入園式
  9：00   同園

 7㈫	 保健推進員会議
  9：00　 保健センター

  中央小学校入学式・始業式
  10：00   同校

  比布中学校入学式・始業式
  13：00   同校

 11㈯	 白銀の突哨山ツアー
  9：00　 福祉会館

 12㈰	 北海道知事・北海道議会議員選挙投票日
  7：00　 町内各投票所

 14㈫	 民生・児童委員協議会総会
  16：00　 役場（第１・２会議室）

 15㈬	 第10回農業委員会総会
  17：30　 役場（議場）

 21㈫	 比布町議会議員選挙告示日
  8：30　 福祉会館

 25㈯	 ぴぴの路整備作業
  9：00　 村上山公園駐車場

 26㈰	 比布町議会議員選挙投票日
  7：00　 町内各投票所

 28㈫	 比布中学校修学旅行　～ 5月1日
  　 東京方面

※変更になる場合がありますので、無線放送など
　にご留意ください。

５月号は５月７日発行予定です

ストップ・ザ・交通事故死
　～ めざせ　安全で安心な北海道 ～

うんてんしゅさん ちいさなぼくが みえますか？
（ 交通安全スローガン 平成 10 年内閣総理大臣賞作品）

■
一
次
試
験
■
５
月
10
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
■

　
旭
川
中
央
警
察
署
警
務
課

☎
２
５
‐
０
１
１
０

ま
ち
の
話
題
を
Ｐ
Ｒ

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

 

広
報
係
で
は
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

や
ま
ち
の
話
題
を
広
報
紙
を
は
じ

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
広
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
、
比
布

町
を
町
内
外
に
広
く
紹
介
・
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
広
報
広
聴
活
動
に
お
け
る
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
広
報
紙
な
ど
の
発
行

や
記
録
、
情
報
収
集
の
た
め
、
個

人
を
特
定
で
き
る
取
材
や
写
真
・

動
画
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

取
材
や
撮
影
を
行
う
と
き
は
、

担
当
職
員
が
赤
地
に
白
く
「
比
布

町
」
と
書
か
れ
た
腕
章
を
着
用
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
取
材
な
ど
で
得
た
資
料

は
、
次
の
利
用
目
的
の
範
囲
で
使

用
し
ま
す
。

町立ぴっぷクリニック　☎８５‐２２２２

◆募集職種　診療放射線技師

◆募集人数　１名

上川農業試験場　☎８５‐２２００

◆募集資格　大型特殊自動車免許（一種）を

　お持ちの方

◆募集内容　農業機械の操作や手作業による

　農業全般を行う臨時職員（契約職員）

◆雇用期間　５月１日～ 10 月 31 日

◆募集人数　２名

町内求人案内 募集しています

■
町
の
刊
行
物　

広
報
紙
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
な
ど

■
各
種
資
料
と
し
て
の
活
用

■
そ
の
他
の
目
的　

報
道
提
供
・

出
版
物
・
ポ
ス
タ
ー 

■
問
い
合
わ
せ
■

　
役
場
総
務
企
画
課
広
報
係
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高
血
圧
⑦

 

◎
高
血
圧
を
防
ぐ
日
常
生
活

　

肥
満
は
、
高
血
圧
と
深
い
関
わ

り
が
あ
り
ま
す
。
肥
満
か
そ
う
で

な
い
か
の
判
定
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
ボ

デ
ィ
ー
・
マ
ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）

と
い
う
基
準
を
用
い
る
こ
と
が
多

く
、
肥
満
が
大
き
な
危
険
因
子
で

あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
や
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

と
く
に
、
皮
下
よ
り
も
内
蔵
に

脂
肪
が
つ
く
内
臓
脂
肪
型
肥
満

（
上
半
身
型
肥
満
・
リ
ン
ゴ
型
肥

満
）
が
、
血
圧
の
上
昇
と
関
連
が

深
い
の
で
、
こ
う
し
た
肥
満
の
人

が
体
重
を
減
ら
す
と
、
実
際
に
血

圧
が
下
が
る
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
肥
満
は
血
圧
を
上
げ
る

だ
け
で
な
く
、
肥
満
自
体
が
心
血

管
病
の
危
険
因
子
の
一
つ
な
の

で
、
肥
満
で
高
血
圧
の
人
は
、
体

重
を
標
準
体
重
に
近
づ
け
る
と
、

血
圧
や
脂
質
異
常
症
、高
尿
酸
値
、

血
糖
値
な
ど
も
適
正
値
に
近
づ
く

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
肥
満

と
い
う
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
、
毎

年
少
し
ず
つ
肥
満
に
近
づ
い
て
い

る
人
は
、
今
の
う
ち
に
標
準
体
重

を
守
る
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
の
指
標
と
し

て
腹
囲
（
お
へ
そ
周
り
）
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
人
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
診
断
基
準
で
は
、
男
性
85

セ
ン
チ
、
女
性
90
セ
ン
チ
が
基
準

値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肥
満
を
防
ぎ
、
適
正
体
重
・
腹

囲
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

町
立
ぴ
っ
ぷ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

加
藤
一
哉

●問い合わせ●

　役場産業振興課商工労働係

　☎８５‐４８０６

◇◆消費者へのアドバイス◆◇
●金融機関が、 キャッシュカードを返送させたり、
暗証番号を尋ねたりすることは決してありません。
このような連絡を受けても、 絶対に返送しないで
ください。
●少しでも怪しいと思ったら、 取引している銀行、
もしくは、 警察署や消費生活センター等にご相談
ください。

キャッシュカードと暗証番号をだまし取る詐欺に注意

～誘いに乗らない、申し込まないことが肝心～

●消費者ホットライン　　☎０
ゼロゴーナナゼロ

５７０-０
守ろうよ

６４-３
みんなを

７０

●旭川市消費生活センター☎０１６６-２２-８２２８

すぐに消費生活センターに相談しましょう

◇◆主な相談事例◆◇
　取引のある銀行名を名乗り「あなたの個人情報
が漏

も

れているので、キャッシュカードを交換する」
と電話があった。
　約１週間後、新しいカードや書類、返信用封筒
が届き、「今使っているカードと、暗証番号を書類
へ記載して返送するように」と書いてあった。

（70歳代　女性）

　実際に取引のある銀行を装って偽のキャッシュカードを送りつけ、「交換」などと称して、使用中のキャッシュ
カードと暗証番号を送らせる事例が発生しています。

※ＢＭＩの計算方法

　ＢＭＩ＝体重（kg）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

　　例　体重 55kg　身長 160cm の場合

　 　　 55 ÷ 1.6 ÷ 1.6 ＝ 21.4

  　　　ＢＭＩは、　18.5 未満→低体重

　　　　     　　　18.5 以上 25 未満→普通体重

　　　　     　　　25 以上→肥満

※標準体重の計算方法

  標準体重＝身長（ｍ）×身長（ｍ）× 22

　　例　身長 160cm の場合

　 　　　1.6 × 1.6 × 22 ＝ 56.32kg　

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
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斜
面
を
滑
走
し
な
が
ら
障
害

物
を
滑
る
技
術
や
ジ
ャ
ン
プ

台
で
の
空
中
技
の
難
度
な
ど

の
得
点
を
競
う
競
技
で
す
。

ぴ
っ
ぷ
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ス

ク
ー
ル
で
講
師
を
務
め
る
か

た
わ
ら
、
ぴ
っ
ぷ
ス
キ
ー
場

に
あ
る
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
で
練

習
を
重
ね
、
同
大
会
初
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　
大
会
前
の
３
月
３
日
、
那

須
さ
ん
は
町
役
場
を
訪
れ
、

伊
藤
喜
代
志
町
長
に
出
場
を

報
告
。「
空
中
技
が
決
ま
れ
ば

優
勝
で
き
る
。
プ

ロ
資
格
に
つ
な
が

る
大
会
な
の
で
、

精
一
杯
演
技
し
た

い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
得

意
の
横
回
転
に
ひ

ね
り
を
加
え
た
大

技
で
優
勝
を
狙
い

ま
し
が
、
惜
し
く

も
予
選
突
破
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な
ど
の
話

題
を
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
○
内
の
数
字
は
順
位
（
敬
称
略
）

　

町
内
関
係
者
の
み

◆
２
月
室
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

（
２
月
20
日
・
い
ち
ご
ア
リ
ー
ナ
）

【
男
性
】
①
小
室
英
雄
②
澁
谷
興

二
③
大
古
場
秀
雄

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン=

小
室
英
雄
、

岡
部
省
吾
、
齋
藤
堅
治
、
橘
昭

【
女
性
】
①
戸
野
塚
恵
子
②
尾
崎

誠
子
③
橘
満
子

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン=

戸
野
塚
恵

子
、
橘
満
子

◆
小
学
生
卓
球
大
会

（
２
月
22
日
・
旭
川
市
）

【
４
年
生
以
下
】
②
山
田
蓮

【
６
年
生
】
③
平
岡
稜
真

◆
第
10
回
選
抜
中
学
生
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

（
２
月
28
～
３
月
１
日
・
愛
知
県
東
海
市
）
　

【
女
子
】
③
北
海
道
（
藤
田
晃
・

渡
邊
真
衣
）

◆
第
13
回
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

卓
球
大
会

（
３
月
１
日
・
町
体
育
館
）

【
高
学
年
の
部
】
①
有
岡
紗
希
②

平
岡
稜
真
③
中
谷
光
希

【
低
学
年
の
部
】
①
浅
野
和
哉
②

山
田
蓮
③
松
岡
賢
太
郎

◆
第
44
回
全
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
ダ
ブ
ル
ス
）
大
会

（
３
月
８
日
・
町
体
育
館
）

【
男
子
】
▽
１
部
③
谷
聡
▽
２
部

②
望
月
弘
③
内
沢
義
治

【
女
子
】
▽
１
部
②
神
野
芙
美
子

２
部
②
太
田
と
み

【
混
合
】
▽
１
部
③
神
野
芙
美
子

▽
２
部
②
齋
藤
慎
也
③
内
沢
義
治

◆
大
雪
山
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会

（
３
月
12
日
・
大
雪
山
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

【
男
性
】
①
大
古
場
秀
雄
②
小
室

英
雄
③
工
藤
為
一

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン=

大
古
場
秀

雄
、
小
室
英
雄
、
工
藤
為
一
、
田

中
修
、
橘
昭
、
吉
田
忠
雄
、
福
井

昇
、
歳
桃
芳
美
、
柴
田
勝
、
五
十

嵐
義
秋
、
高
野
正
行

【
女
性
】
①
橘
満
子
②
尾
崎
誠
子

③
野
口
弘
子

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン=

橘
満
子
、
尾

崎
誠
子
、
野
口
弘
子
、
大
河
弘
子
、

前
田
弘
子
、
酒
向
英
子

◆
第
51
回
北
海
道
高
等
学
校
イ
ン

ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
３
月
14
～
15
日
・
釧
路
市
）

【
女
子
】
①
西
銘
美
咲

※
西
銘
さ
ん
は
、
３
月
29
～
30
日

に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
か
れ
る

全
国
大
会
へ
北
海
道
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

◆
町
民
剣
道
大
会

（
３
月
17
日
・
青
少
年
会
館
）

【
小
学
１
・
２
年
生
の
部
】
①
土
屋

夏
希
②
寒
河
江
朔
丸
③
小
菅
生
竜

摩【
小
学
３
・
４
年
生
の
部
】
①
寒
河

江
思
子
②
堺
七
虹
③
小
菅
生
莉
子

【
小
学
５
年
生
の
部
】
①
土
屋
美

沙
希

北
１
線
８
号
（
８
区
）

　

那
須
健
太
郎
さ
ん

　
３
月
10
～
20
日
に
岐
阜
県

郡
上
市
で
行
わ
れ
た
第
33
回

Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
全
日
本
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
選
手
権
大
会
ス
ロ
ー

プ
ス
タ
イ
ル
に
那
須
健
太
郎

さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
那
須
さ
ん
は
、
２
月
に
行

わ
れ
た
北
海
道
地
区
選
抜
会

で
上
位
７
位
に
入
賞
し
、
同

大
会
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
プ
ス
タ
イ
ル
は
、

 

☆
お
め
で
と
う
☆

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
全
国
大
会
出
場

全日本選手権大会に出場した那須健太郎さん
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まちの話題や情報など、身近なニュースを広報係にお知らせください。

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
町
民
生
委
員
協
議
会
の
依

頼
で
、「
比
布
町
地
域
防
災
計

画
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
を
役

場
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

2.24
民
生
委
員
協
議
会
で

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

▼
町
田
園
交
流
推
進
会
議
が
、

町
福
祉
会
館
で
地
元
農
産
物
を

使
っ
た
「
デ
コ
ま
き
寿
司
で
ひ

な
ま
つ
り
！
」
を
開
催
。
親
子

ら
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

2.21
見
た
目
も
お
い
し
さ
も

大
満
足
！

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
福

祉
会
館
で
、
旭
川
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
の
松
林
邦
明
セ
ン

タ
ー
長
を
招
き
「
高
齢
者
教

養
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

3.5
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

成
年
後
見
制
度
を
学
ぶ

▼
中
央
小
児
童
会
が
、「
比
布
の

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に

車
イ
ス
を
届
け
て
く
だ
さ
い
」

と
プ
ル
タ
ブ
42
キ
ロ
を
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

2.25
車
イ
ス
を

届
け
て
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
自
分
が
比
布
町
で

育
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
家
族

や
友
達
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら

「
二
十
歳
の
君
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
と
し
て
、
小
学
６
年
生
は

手
紙
、
中
学
３
年
生
は
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
を
撮
影
し
、
そ
れ
ぞ
れ

成
人
式
で
鑑
賞
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
小
６
年
生
27
人
は
、
３

月
２
日
、
二
十
歳
の
自
分
に
あ

て
た
手
紙
を
書
き
、
比
布
中

３
年
生
35
人
は
、
３
月
10
日
、

二
十
歳
の
自
分
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
ビ
デ
オ
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

自
分
へ
の
エ
ー
ル
や
進
路
の

問
い
か
け
な
ど
、
今
の
自
分
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
手
紙
と
ビ

デ
オ
を
、
こ
の
子
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
表
情
で
見
る
の
で
し
ょ

う
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

二
十
歳
に

な
っ
た

自
分
へ

「元気にしていますか」

◆
　
　
◆
　
　
◆

▼
町
文
化
連
盟
が
芸
能
発
表
祭

と
作
品
展
示
を
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
出
演
者

の
熱
演
に
訪
れ
た
観
客
か
ら
盛

ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

3.15
文
化
連
盟

芸
能
発
表
祭
・
作
品
展
示

▼
子
ど
も
体
験
教
室
「
エ
ア

ボ
ー
ド
体
験
」
を
、太
田
山
（
北

３
線
６
号
）
で
開
催
。
参
加
し

た
小
学
生
８
人
は
何
度
も
滑

り
、
雪
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

3.7
エ
ア
ボ
ー
ド
の

ス
ピ
ー
ド
感
に
大
興
奮
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お
世
話
に
な
り
ま
し
た

今
年
か
ら

比
布
町
で
頑
張
り
ま
す

　４月１日付けで採用された新規採用職員を紹介します。

　なお、人事異動については、行政機構図を今月号の広報

紙に折り込んでいますのでご覧ください。

　本年度も町政についてのご理解とご協力をよろしくお願

いします。

大雪山の見える比布町
で、心新たに。持ち前
のフットワークで住民
のみなさまのお役にた
てるよう頑張ります。
よろしくお願いします。

町職員の

新規採用・退職

新
規
採
用
職
員
（
４
月
１
日
付
）

退
職
職
員
（
３
月
31
日
付
）

 大谷　浪子
（保健福祉課長補佐）

精神保健福祉士

 野
や な い

内　武
たけし

保健福祉課

地域包括支援センター

今年も卒業の季節を迎えました。
中央小学校、比布中学校では、
新しい生活に向けて、
希望に満ちた笑顔と少しの不安を胸に
通い慣れた学び舎から
元気に巣立っていきました。

３
 ／

13
比布中学校

卒業生35人

３
 ／

20
中央小学校

卒業生27人
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石　澤　キ　ヨ さ
ん

（83 歳・９区）

このコーナーは、生涯現役で活躍

している町内の高齢者を紹介しま

す。みなさんからのご紹介もお待

ちしています。役場総務企画課広

報係までご連絡をお願いします。

３月13日、比布中学校（丸田利則校
長）で第68回卒業証書授与式が同校
体育館で行われ、35人の卒業生一人
ひとりに卒業証書が手渡されまし
た。別れの集いでは、３年間の思い
出が詰まったスライドが上映され、
全校生徒による合唱に涙をこらえ
きれなくなった卒業生たち。在校生
に見送られ、新たな決意と希望を胸
に学び舎を巣立っていきました。

一
度
は
じ
め
る
と

時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
夢
中
に

町民文化祭にて

■表紙のことば■

　

「
指
先
を
使
う
の
が
好
き
な
の
よ
」
と
話
す

の
は
、
９
区
の
石
澤
キ
ヨ
さ
ん
。
認
知
症
予
防

に
と
始
め
た
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
に
、
時
間
を
忘

れ
る
く
ら
い
熱
中
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
１
０
０
円
均
一
で
見
つ
け

た
１
０
８
ピ
ー
ス
の
パ
ズ
ル
。
「
久
し
ぶ
り
に

や
っ
て
み
よ
う
」
と
思
い
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

パ
ズ
ル
を
購
入
し
ま
し
た
。
以
降
、
動
物
、
風

景
、
花
な
ど
と
絵
を
変
え
て
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
「
も
っ
と
難
し
い
も
の
に
挑
戦
し
た
い
」

と
１
０
０
０
ピ
ー
ス
を
購
入
。で
き
上
が
る
と
、

「
も
っ
と
難
し
い
も
の
」
へ
と
次
々
に
挑
戦
し
、

今
は
、
超
上
級
者
向
け
で
２
０
１
６
ピ
ー
ス
も

あ
る
赤
富
士
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
う
こ
と
が
好
き
で
、
老
人
ク
ラ
ブ

「
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
」
に
所
属
し
、
町
民
文
化

祭
な
ど
で
、
そ
の
歌
声
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

「
色
の
同
じ
ピ
ー
ス
を
集
め
て
、
一
つ
ず
つ

合
わ
せ
て
い
く
の
。
気
の
遠
く
な
る
作
業
な
の

よ
。
で
も
、
完
成
し
て
感
動
す
る
の
も
つ
か
の

間
、『
今
度
は
ど
ん
な
絵
に
し
よ
う
』
と
次
の

パ
ズ
ル
の
こ
と
を
考
え
る
。ワ
ク
ワ
ク
す
る
わ
」

と
笑
顔
で
語
ら
れ
ま
し
た
。
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昭和７年、比布町出身。
比布尋常高等小学校卒
業後は農業に従事。老

人クラブ「カラオケ愛好会」に所属。
趣味はジグソーパズルと折り紙。
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